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1.は じ め に

この小 論 の 目的 は,北 部 カ メル ー ン ・ブ ー ム(Mbtim)社 会 の 民 族 誌 の 一 部 と し

て,か れ らの 住 居 生 活 を と りあ げ る こ とに あ るが,そ の記 述 の方 法 と して,特 定 の 時

点,す なわ ち,基 本 的 に は,1970年2月 ～3月 の 時点 に お いて,筆 者 が 参与 調 査 を お

こな って い た,人 口433人 の バ ング ブ ー ム(MbangMboum)村 に お け る空 間 構 造 を,

で きる だ け細 大 も らさ ず に記 載 しよ う とす る もの で あ る。 バ ング ブー ム村 に お いて,

筆者 は,1969年11.月 ～70年3月,1971年11月 ～72年3月,さ らに そ の 後,1974年,

1976年,1980年,1982年,1986年 の 短 期 の追 跡 と補 足 の調 査 と,7回 に わ た る参 与調

*東 京外国語大学 アジア ・アフ リカ言語文化研究所
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査を継続しているが1》,第1回 の調査にさいしては,村 の人口の把握(世 帯簿,人 口

移動の基礎台帳の作成),村 の内外の空間配置,衣 および食についての民族誌,生 業

とくに農業サイクルと市場をめぐる諸問題,ブ ーム語の習得などをおもな調査項目と

して,基 礎的資料の収集につとめた。その成果の一部は,す でに,語 彙集(民 族誌記

述をふくむ)と して刊行されている[HINO 1978]。

 空間配置については,1969年12月,富 川隊長と共同で,主 要住宅の計測をふくむ調

査をおこない,そ の成果の一部はすでに報告されている[富 川 1971:276-278]。 さ

らにその後,村 全体の住居配置,村 と畑の配置,市 場をめぐる空間配置などの調査を

おこなったものである。

2.ブ0ム 社会全体の空間構造

1) ブームの国土 とその変容

 ブーム社会は,伝 統的な聖なる王であるベラカ(∂鋤肋)を 中心にする村落連合国

家をつ くりあげた2)。すなわち,か れらのロ頭伝承によって同一の始祖からでたとさ

れる5人 のベラカが,そ れぞれ固有の領土(塵18∂ ㎎ρ)を 保有 し,ベ ラカのすむ首邑

(∫〃♂4版あるいは/伽 動批の と,周 囲数十キロに散在する数十の小村落(f � nj勛�)

とがそれにふ くまれ,首 邑はベラカの代がかわるごとに,村 落は焼畑耕作の継起にし

たがって,領 土内での移動を くりかえ していたとみられる3)。

 その範域は,カ メルーン共和国中央部を東西に横切るアダマワ高原のほゴ中央部,

北は北緯8度,南 は北緯5.5度,東 は東経15.5度,西 は東経13度 あたりにひろがって

1)本 調査は,文 部省科学研究費補助金(海 外学術 調査)に よる,「 アフ リカ部族社会の 比較調

査」(研 究代表者:富 川盛道(1969,1971),日 野舜也(1974,1976)),「 スーダンサーヘル地帯

におけ る移住 と地域形成 の調査研究」(研究代表者:富 川盛道1982),「 アフ リカにおける都市

化 の総合比較調査」(研 究代表者:日 野舜也1986),お よび,1979年 度の国際交流基金学者芸

術家等長期派遣計画によ ってい る。文部省,国 際交流基金,カ メルー ン国立人文科 学研 究 所

(ISH),富 川盛道隊長, ISH北 方研究セ ンター長Eldridge MoHAMMADou氏,そ の他の関係各

位 に謝意 を呈す るものである。

2)国 家 という概念を,筆 者 は,こaで は明確な領土 の存在,そ こにおける住民の合意,統 合の

基礎になる統治の組織 という三つの要素において,ブ ーム社会には妥 当するとかんがえ る。そ

して,統 治の頂点にある複数のベ ラカの併存,数 十 の小村落を領土 内にもち,か つ,ギ リシャ

や ローマの都市国家,ハ ウサや ヨルバの都市連合国家な どを念頭 においた場合に,都 市 とい う

よりは村落 とい うにふ さわ しい首邑の規模,な どを顧慮 して,こaで は,ブ ーム社会を村落連

合国家 と定義 したのである。

3)ブ ームの歴史につ いて は,筆 者 自身が,バ ングブ0ム の現在 のベラカ ・アブバカルより聴取

した資料 にも とつ い て い る。 同時 に,モ ハ ンマ ドゥ等の論文[MOHﾘMADOU 1978,1986;

FnRacrr l973;Fxo肌ICH l981;STRuEMPELL&von BRiESEx l980]を 参照 している。 く

わ しくは,日 野参照[日 野  ,. .]。
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図1 ブ ー ム の 人 口 分 布

い る。 つ ま り,北 はア ダ マ ワ高 原 を 北 へ お りた べ ヌ エ川 源 流 部,南 は ア ダ マ ワ高 原 を

南 へ お りた サ ナガ 川 源 流部,東 は 中央 ア フ リカ共 和 国 西 北 部,西 は ナ イ ジェ リァ共 和

国 との 国 境 に近 いベ ヌエ の支 流 フ ァロ川 流域 部 に お よん で い る(図1)。

 さい しょに ブ ー ムの 王権 を に ぎ った と さ れ る ベ ラ カ,ニ ヤ サ ラ ブ ー ム(B61泳 ム

Nyaasa魚mb血m)が,そ の3人 の 兄 に,「 ベ ー レCMb前 さ)よ,お まえ は東 へ15日 旅

を して そ こに 都 をつ くれ 。 ブー サ(Mbfisat)よ,お ま え は南 へ15日 旅 を して そ こに都
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)ム 画一

図2ブ ー ム 社 会 の 空 間 配 置 概 念 図

をつ くれ 。 マ ナ(MSnh)よ,お ま え は西 へ15日 旅 を して そ こに 都 を つ くれ 。」 と命 じ

た とい う伝承4)の よ うに,ニ ヤサ ラブ ー ムの 双生 児 の 男子 ハ ジ エ レ(Hajさ1さ)と,ハ

ジ エ レ(H勾616)が,ヴ ィナ川 の 支 流 ビニ川 の 北 と南 に わか れ て つ くった バ ン グブ ー

ム(Mbang Mboum)5)と ガ ンバ(Nganha)の 二 つの 首 邑 とその 領 土 を ま ん な か に,

東 方 の べ ー レ(Belaka Mbere),南 方 の ブ ーサ(Mboussa),西 方 の マ ナ(Ma皿a)と

い うよ うに,ブ ー ム社 会全 体 の空 間 配 置 が,秩 序 だ った 形 で な りた って い る(図2)。

 か つて,そ れ ぞ れ の ベ ラカ に は,呪 力 と呪薬 に よ る競 合 の 関係(safi rdnrdi)に あ り,

その 接 触 は一 方 の 死 を結 果 す る とい う信 仰 を つ う じて,相 互 の領 土 の 不 可 侵 性 が 保 持

され て きた とみ る こ とが で きる。

4)ニ ヤサ ラブームが,三 人 の兄に命 を くだ したのは,現 在 のガ ウンデ レ郡 の北東部,ガ ウダム

ジ(Ngaoudam(lji)の 丘の上であ るとされる。

5)『以下,地 名 は,現 在のカメルー ン共和国におけるフランス語表記の ものに したが う。またブ
ーム語 について は音調記号 をつけた

。フルベ語,ハ ウサ語,ア ラビア語などの人名,イ ス ラム

にかかわるタームは記号をはぶいてある。
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 か れ らの 起 源 伝 承 に よれ ば,か れ らの さ い し ょの 祖 先 が天 か らお りて きた場 所 は,

ア ラ ビア半 島 の イ エ メ ンで あ り,ナ イル を わ た って6),チ ャ ド湖,ナ イ ジ ェ リア 東 部

の ジュ ク ン(Jukun)の 土 地,東 へ もど って チ ャ ド湖 南部,そ こか ら南下 して チ ャ ド

西 南 部の ラカ(Laka)の 土 地 を 経 て,ア ダ マ ワへ到 達 したの だ とい う。 したが つて,

ブー ムの人 び とは,ジ ュ ク ンとの親 近 性 を よ く口に す る し,東 方 の ラカ の土 地 を か れ

らの故 地 とす る意 識 もつ よ い7)。 ラカの 土 地 は ヴ ィナ川(vina)の 下 流部 にあ た り,

そ こか らヴ ィナ川 に 沿 って ア ダ マ ワに の ぼ つて きたの だ とい う8)。

 ブー ム の到 来 以 前,こ の ア ダ マ ワの土 地 に は,背 の 小 さな 民族 ガ ン ジュ リ(Gal19-

djoulli),耳 に大 きな切 りこ みを 入 れ るの を習 慣 と した 民族 ニ ャサ イ(Nyassay)が い

たが 消滅 して しま った とい われ る9)。 ア ダマ ワ高 原 中央 部 の ブ ー ムの 周 囲 に は,東 の

ビニ川(Bini)下 流 の ラ カ,北 の べ ヌエ川(Benoue)源 流 平 原 部 の ドゥル(Duru),北

西 の フ ァロ川(Faro),西 方 の クテ ィ ン(Kutin),西 の テ ィニ ェ レ(Tignere),西 方 の

ニ ャム ニ ャム(Niamniam),南 西 の バ ンニ ョ郡 の ワ ワ(Wawa)
,マ ン ビ ラ(Mambila),

南 の テ ィバ テ ィ郡 南 部 の ヴ テ(Vute),南 お よ び南 東 の メ イ ガ ンガ 郡 の バ ヤ(Gbaya)

な どの諸 民族 が 分布 して い る(図3)。

ブ ー ム社 会 に お いて は,ブ0ム は ヴ ィ ナ川 上 流 の ブ ー ムゲ ル(Mbum Ng靡,上

のMb璟),下 流 の ブー ムテ ィバ(Mb璟 T��,下 のMb璟),そ の南 が わ,ア ダ

マ ワ高 原部 南 部 の ブ ー ムバ バ ル(Mb璟 B瀉�1,平 地 のMb伹)に 三 分 され る とす

る。 ブー ム テ ィバ は,よ り ラカ に ちか い 習 慣 を もち,こ と ば も方 言差 が あ る とい わ れ

る10)。 バ ング ブ ー ム は,ガ ンバ(Nganha)と と もに,ブ ー ムゲ ル に ぞ くす る。

 バ ング ブ ー ムに お け る 伝承 に よ れ ば,25代 目の ベ ラカ ・ガ ンマ ン ジ ュ ク(B�1潴�

6)バ ングブ ー ムの ベ ラカ の話 で は,祖 先 が イ エ メ ンの 土地 へ,天 か らは し ごをつ た って お りて

 きた と ころ,下 に は イ ス ラム教 徒 が いた の で,そ れ を き ら って 天 へ も どろ うと した 。 しか し,

 は しごが 長 く,も どる まえ に,シ ロ ア リが根 元 を た べ て しま い,は しごは 西へ た お れて,チ ャ

 ド湖 の 南 方 に ほ う りだ され た の だ と い う。

7)こ の部 分 は ミー クの所 説 に よ る と ころ が 多 い[MEEK l931,1933]。

8)一 方,ブ ー ムに は,そ の 西方,西 カ メ ル ー ンの カ メ ル ー ン高地 の テ ィカ ール(Tikar)の 人 び

 とが,も と も と,ブ ー ム(Mb璟)か らわ か れて 西 へ 移 動 した とい う伝 承 が あ り,テ ィカ ー ル.

 ヴ ゥテ(Vute)と の親 近 性 を 口 にす る。

9)シ ュ トル ンペ ル と ブ リー ゼ ン[STRUEMPELL&von BRIEsEN 1980:129-131]。 ま た,バ ン

 グ ブー ム のベ ラカ ・ア ブバ カ ル に よれ ば,ガ ンジsリ の人 び とは,背 が ひ く く,い っ も大 きな

 パ イプで タバ コを くゆ らせ て いた とい う。 ガ ンジ ュ リも ニ ャサ イ も と もに ど こかへ 移 住,あ る

 いは,ブ ーム に 吸牧 され て しま った とみ られ る。

10)筆 者 が,ガ ウ ンデ レで 出会 った ブー ム ・テ ィバ(Mb血m Ti肱,チ ャ ド出身)の イ ン フ ォマ ン

 トは,こ とば が ちが う例 と して,数 詞 の ちが い を指 摘 した 。 カ メル ー ン国 立人 文 科 学 研究 所 で

 あ つ め られ た基 礎 語 彙 調 査 票で もブ ー ム ・テ ィバ,あ るい は べ レとい う方 言 の一 つ にあ つ かわ

 れ て い るが,成 果 は未刊 で あ る。
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G瀟gm矜nj 瑢)の 時代 に11),北 方 の ドゥル の 人 び とが,ア ダ マ ワ高 原 の 上 の ブ_ム

の 土 地 に す む こ とをね が い で て,ベ ラ カに 臣 従 す る ことを ちか って,い ま の ガ ンガサ

ウ(Gangassaou)の 村 を建 設 した とい う。 そ の 後 も,北 方 か らの ドゥル の移 住 はす す

み ・現 在 バ ング ブー ム周 辺 で は,人 口的 に,ブ0ム を は る かに 凌 駕 す る12)。 他 方,東

方 か らは,中 央 ア フ リカ共 和 国 中央 部 か ら 西 へ の 移転 をつ づ けて きた バ ヤ(Gbaya)

が ・ アダ マ ワ高 原 にい た り,メ ィガ ンガ郡,テ ィバ テ ィ郡,さ らに 現 在 で はガ ウ ンデ

レ郡 へ と,そ の テ リ ト リイを ひ ろげ て い る13)。

 18世 紀 中期 ころ に,ウ シを お って 南 下 して きた フル ベ(Ful6e)の 人 び とが,ア ダ

マ ワ高 原 に い た り,ブ ー ムの テ リ トリイにす み つ いた
。 農 耕民 で あ る ブ ー ム と,牧 畜

民 で あ るフル ベ は,は じめ は友 好 的 で,フ ル ベ の首 長 は,ブ ー ムの ベ ラカの 一 族 の 子

女 を め と る習 慣 に な って いた とい わ れ る。

 19世 紀 に は い って,ナ イ ジェ リア 西部 で,フ ル ベ の イ ス ラム教 師 ウス マ ン ・ダ ン ・

フ ォデ ィオ(Uthman dan Fodio)が 聖 戦 を お こす と ヨラ(Yola)の フル ベ(Ful6e)

の イ ス ラ ム牧 師 モ ー デ ィボ ・ア ダ マ(Moodibo Adama)が そ れ に 呼 応 して,北 部 カ

メル ー ン各地 の フル ベの 首 長 に よ びか けて聖 戦 を展 開 し,全 域 の農 耕 民 を征 服 して,

数 十 の フル ベ の イス ラム首 長 国(Lamidat)が 建 設 され た。 それ ぞれ の イ ス ラム首 長

は ラ ー ミ ド(laamii(to)を なの り,そ れ ぞ れ独 立 した地 域 で の 支 配 体 制 を 確 立 した14)。

 ア ダ マ ワ地 域 で は,西 か ら,バ ニ ョ(Ba皿yo),テ ィバ テ ィ(Tibati),テ ィニ ェ レ

(Tign鑽e),ガ ウ ンデ レ(Ngaound6r6)の4つ の 首 長 国 ラ ミダ ッ ト(Lamidat)が 成

立 した・ ブ ー ムの 土 地 は,べ 一 レ(Mb駻e)の 土 地 の大 半 が,北 方 の レイ ブ ーバ(Ray

Bouba)の ラ ミダ ッ トの 支 配下 に,マ ナ(Mana)は テ ィニ ェ レの,バ ング ブ ー ム,

ガ ンバ,ブ サ は ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの もと に統 合 され た。 ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ

トの場 合,そ の 支 配 は,フ ル ベ農 牧 村 落,ブ ー ム,ド ゥル,バ ヤ な ど合 計207の 周 囲

村 落 にお よ ん だ 。

11)現 在 の ベ ラ カ(B�1潴� Ab-bakar)は,始 祖 の ベ ラ カ(Ny矜s灑煦麥b璟)か らか ぞえ て33代 目

 の ベ ラカ に な る。 以下25～33代 の ベ ラカ の 名を 記 す 。

  25B61aka Gangmaanj血k,26 B61aka Gang葡 むi,27 B�1潴� Ny矜mb穃,28 B61aka Gang6h,

 29B�1潴� G疣gm珞nj瑢,30 B�1潴� J鴈y�,31 B�1潴� Ng鑽mb璟,32 B�1潴� Mb灑s�1�,33

 B�1潴� Ab-bakar・ 詳 細 は[HINO l978:171-173]参 照 。

12)一 般 に ドゥル は,ベ ヌエ 川 源 流部 の 平原 にす む平 原 ドゥル(Dourou de la Plaine)と,ア ダ

 マ ワ高 原 に移 住 した高 原 ドゥル(Dourou du Plateau)に わ け られ る 。前 者 が ヨー ロ ッパ ミッ シ

 ョンに よ りお もに キ リス ト教 徒 に改 宗 した の に たい して,後 者 は ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの も

 とで イ ス ラ ム化 した。

13)バ ヤ(Gbaya)に つ い て は,[BuRNHAM 1980,1981]を 参 照 。

14)ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの 歴 史 に つ い て は,[FRoELIcH 1954,1956;LACLOIX l952;

 M舶AMMADou 1978:225-387]を 参 照 。
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 この フル ベ に よ る聖 戦 の 展 開 は,バ ング ブ ームで は27代 目の ベ ラカ ・ニ ャー ンバ ム

(B�1潴� Ny矜mb穃)の 時 代 にあ た る。 伝承 に よれ ば,テ ィバ テ ィの 首 長 モー デ ィ

ボ ・ハ マ ンサ ンボ(Modibo Hamansambo)が 軍 勢 を ひ きい て この地 にあ らわ れ,

臣従 とイ ス ラ ム改宗 を 強制 した。 戦 い を い どん だ が散 々 に う ちやぶ られ,降 伏 した と

い う。 この 戦 火 に よ り,ブ ー ムの人 口 は一 挙 に 減少 した。 領 土 内 の お お くの 村 が,掠

奪 逃 散 な どに よ って 消滅,も し くは 離散 した15)。 た とえ ば,バ ン グ ブー ムの 領 土 内 の

お お くの ブ ー ムの村 々の 人 び とは,戦 火 に おわ れ て,ア ダ マ ワ高 原 を北 へ お りて,ベ

ヌ エ平 原 の ドゥル の土 地 へ との が れ た16)。 か つて,バ ング ブ ー ムの ベ ラカの 首 邑 フー

ル ク(f� 1伀�)は,2,000人 以 上 の人 口を も って い た とい わ れ る が,現 在 で は,ド ゥ

ル 移 住 民 もふ くめて433人(ブ ー ム の みで は191人,1970年)に す ぎな い。

 ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの 国土 内 に は,お お くの 半 農 半牧 の フル ベの 村 々が 建 設 さ

れ,ジ ャウ ロ(jauro)と よば れ る,ラ ー ミ ドに よ って任 命 さ れ た チ ー フが お かれ る。

同 時 に,地 域 内 の ブ ー ムや ドゥル の村 々で も,同 じ よ うに ジ ャウ ロが え らばれ,ラ ー

ミ ドと主 従 関 係 を む すん で,・貢税 の 義務 を お う。 ま た,おaく の 四散 した,あ るい は

抵 抗 をつ づ けた ブー ム や ドゥル の人 び と が と らえ られ,ガ ウ ンデ レの フル ベ,ハ ウサ,

ボ ル ヌ(Bornu)の 自 由民(rim6e)の も とで,ラ ー ミ ドつ き下 僕 や 家 つ き下 僕 な どの

不 自由民(maccu6e)と して 隷 属 させ られ た。

 この よ う に,フ ル ベ に よ る征 服 と ラ ミダ ッ トの 成 立 に よ って,ブ ー ムの ベ ラ カは,

そ の 領 土 的 基礎 を 収 奪 され,か つ て の 首 邑 フール クの み を 統 治 す る,フ ル ベ ・ラ ミダ

ッ ト下 の ジ ャ ゥロ と して の地 位 が あ た え られ た。 そ して,旧 領 土 内に,お お くの フル

ベ農 牧 村 落 が建 設 さ れ た結果,バ ング ブー ムの ベ ラカの フ ール クは,し だ いに,旧 領

土 の 東 端,ビ ニ川 の 岸 ちか くへ と お しや られ た。 図4は,27代 の ベ ラカ ・ニ ャ ー ンバ

ムか ら,33代 の ベ ラカ ・ア ブバ カル(B�1潴� Ab-bakar)ま で の代 々の フ ール クの移

動 を しめ して い る17)。

15)1971年 の調 査 時,ベ ラカ ・ア ブバ カ ル,か つて バ ング ブ ー ムの テ リ トリイ内 にあ った ブ ー ム

 の 村 の 名前 を,記 憶 をた ど って25ほ ど あ げた が,現 在 のDictionnare des Villages d'Adamaoua

 で み つ け られ る もの は十 指 に みた な い 。 そ の範 域 は,ガ ウ ンデ レの 西 方 約50キ ロ の パ カ ル

 (Pakal),リ コ ク(Likok),ガ ンジ ャキ ラ(Gandjakira)に お よぶ 。

16)現 在,ベ ヌ エ川 源 流部 の ドゥルの 地 域,ム ベ ・デ ィス ト リク ト(Mbe District)で は, Voulnyi

 Mamboum, Voulnyi Barsola, Ngaouyak,な ど の ブー ム語 起 源 とみ られ る地 名 を もつ 村 々が み

 られ る 。端 信 行 が 調査 したNgesek Gay村 の 草 分 け は,ブ ー ム起 源 とい われ る[端 1971,1980]。

 ま た,ド ゥルの テ リ トリイの北 部 に あ る,Ngaouyanga(馬 の山 の 意)は ブー ム語 起 源 で あ り,

 かつ て ドゥルの テ リ トリイが に支 配 されて い た とい う伝 承 もあ る[FARAUT 1981:167]。

17)バ ング ブ ー ムの ベ ラカ ・ア ブバ カ ル に よれ ば.ブ ー ムの もっ と古 い フ ール クの場 所 は,ガ ゥ

 ンデ レ北 方10キ ロの ガ ウ ホ ラ山(Ngaouhora)(標 高1301 m,火 の 山 の意)な ど,ビ ニ川 の南

 がわ に もお よん で い る。 筆者 は,1984年,エ ル ド リッジ ・モハ マ ドゥ氏 と と もに,こ の 山に の

 ぼ り,頂 上 に,石 づ み の住居 趾 群 を み い だ した 。
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図4 バングブームの フール クの地域移動

 そ して,ベ ラ カが フル ベ ・ラ ミダ ッ トの もと で の ジ ャウ ロ と して,1年 の う ちの何

カ月 か を こ こで くら して,ラ ー ミ ドへの 忠 誠 を しめす た めの 住居,い わ ば 上 や しき

とで もい え る もの が ガ ウ ンデ レに 建設 された 。 現 在 ガ ウ ンデ レの ま ちの東 端,ア ウデ

ィ地 区 に あ るバ ン グ ブー ムの ベ ラカの 住 居 は,31代 の ベ ラ カ ・ゲ ル ンブ ム(B61hka

Ngermbftm)の 時 代 に 画定 され た もの だ とい う18)。

 20世 紀 初 頭,カ メル ー ンが ドイ ツ に よ って 植 民 地 化 さ れ,ア ダ マ ワ地 域 の 各 フル づ ・

ラ ミダ ッ トも征 服 さ れ た。 しか し,植 民地 政 府 は,フ ル ベ ・ラ ミダ ッ トの行 政 ・集 税

組 織 の有 用 性 に 着 目 し,従 順 な偲 編 の ラー ミ ドを お くか た ちで 形骸 的 に温 存 させ た。

そ して,ア ダ マ ワ地 域 全 域 を,ア ダ マ ワ縣(Adamaoua P形 琵cture)を 画 定 す る に あ

た って,各 ラ ミダ ッ トの 領 土 を,ほ ぼ その ま ま,植 民 地 体 制 下 の 郡(Sous-Pr6fecture)

と して,統 治体 制 を つ くりあ げ た。 この シス テ ム は,第 一 次大 戦 後 にあ た ら しい 宗 主

国 フ ラ ンス に よ って,さ らに1960年 カ メル ー ン独 立 後 も,お お きな改 変 を み る こ と な

18)ブ ーム社会のかつての存立基盤であ った,ベ ラカの相互不可侵性 にもとつ く体制 が崩壊 し,

 ガ ンバ と,バ ングブームの両方のベ ラカは,と もに,ガ ウンデ レ ・ラ ミダ ットのもとでめジ ャ

 ゥロとして,近 接す る機会が必然とな った。 ガウ ンデ レにおける両者 の住居は,150メ ー トル

 ほどしかはなれていな い。かつて,ガ ウ ンデ レのラー ミドのや しきでは,午 前にガ ンバのベ ラ

 カが ラー ミドに あいにいけば,バ ングブームのベ ラカは午後に い くというように,注 意ぶ か

 くその接触 が さけ られていた。 双方が相まみえたのは,ガ ンバの先代 の ベラカ ・サオ ンブム

 (B61aka Saombtim)が イス ラムに改宗 したのち,つ ま り,1950年 代にはいってか らだ とい う。
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図5 行政区劃 とブームのフール クの配 置

く継 承 され た 。 そ して フル ベ ・ラ ミダ ッ トの も とで の ジ ャ ウロで あ った バ ング ブ ー ム

の ベ ラカは,そ の ま ま,植 民地 体 制 下 の村 長(Chef du Village)と な り,独 立 後 も

ひ きつづ い て そ の し ご とに あ る。

 こ う して,現 在,か つ ての ブ ー ムの 領 土,そ して,フ ル ベ ・ラ ミダ ッ トの 領 土 で あ

った アダ マ ワ地 域 は,そ の 全 体 が カ メル ー ン共 和 国 北 部州 アダ マ ワ縣19)と な り,か つ

て の ラ ミダ ッ トの テ リ ト リイを ほ ゴう けつ い だか た ちで,パ ンニ ョ,テ ィニ ェ レ,テ ィ

バ テ ィ,ガ ウ ンデ レ,そ の ガ ウ ンデ レか ら1923年 に 分 離 した メ イガ ンガ(Meiganga)

の4つ の郡 と ムベ(Mb6),バ ン キ ン(Bankin),ジ ョホ ン(Johong)の3つ の 地 区

(District)と か らな りた って い るの で あ る(図5)。

2)地 域の基層文化 としてのブーム文化

 この地 域 の 先 住 民 族 と して の ブ ー ム は,そ の 後,ド ゥル,バ ヤ,フ ル ベ,ハ ウサ な

どの諸 民 族 の来 住 を むか え,と もに,ア ダ マ ワ地域 社 会 の 形 成 に か か わ って き た。

 現 在,こ の 地 域 の これ らの 諸 民族 の お お くは イ ス ラム化 して お り,割 礼 を お こな う。

19)公 的な資料で も,県 につ いては,Pr6fectureと ともに, Departementと い う語をもちいる。

 また,郡 について もSous-Pr6fectureと ともに, Arrondissementも しば しばもちい られる。
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現在 は病 院 で お こな うこ とが お おい が,各 地 の 中年以 上 の人 々 に き けば,こ の 割 礼儀

礼 は,近 年 ま で,ブ ー ムに よ って 組織 され,ブ ー ム の か じや が執 刀 し,ブ ー ム語 の う

た や儀 礼 を もちい て お こな わ れ て きた 。 そ れ は,ガ ウ ンデ レの み な らず,テ ィバ テ ィ,

メ イガ ンガ,レ イ ・ブ ーバ の 地 域 に ま で広 くひ ろが って い る。

 ま た,ア ダ マ ワ地 域 に お け る フル ベ の ラー ミ ドの や し き(saare)の 構 造 は,あ き ら

か に,た とえ ば,北 部 カ メル ー ンの マル ア(Maroua)や ガ ル ア(Garoua)な どの ラ

ー ミ ドの や しきの 構 造 とは こ とな って い る
。 そ こに は,ブ ー ムの ベ ラカ の や しきに

しめ され る,ラ ー ミ ドへ の 聖 性 の賦 与 が み とめ られ る。 つ ま り,6つ の 入 口の い え

(p潴f�1)の 存 在,ラ ー ミ ドの 寝 所 の 孤独 性,不 可 侵 性 な ど が み られ る し,ラ ー ミ ドの

妻 た ちの ば し ょを 総 括 す る 第 一 夫人 は,マ ー キ ラ(磁 δ肋 の とブ ー ム語 で よば れ て

い るな どであ る。

 そ して,ガ ウ ンデ レの ラー ミ ドの や し きで あ るサ ー レ(saare)内 に お いて は,マ チ

ュ ベ(maccu�ﾌ で あ る ブ ー ムの こ とばが,一 種 の 宮廷 語 と して,ラ ー ミ ドに も,フ ル

ベ語 に 優先 して つ か わ れ て い る。

 さ らに,P.バ ー ナ ムに よれ ば,ア ダ マ ワの バ ヤ社 会 に お いて は,バ ヤ の言 語,住 居

形 式 な ど に ブ0ム 文 化 の 影 響 が み とめ られ る ζとを 指 摘 して い る[BURNHAM l980:

44-45]。

 この よ うに,ブ ー ム文 化 は,こ の テ リ トリイの基 層 文 化 と して,他 の諸 民 族 文 化 に

影 響 を あ たえ て い る。

3.ハ ングブー ム周辺地域の空間配置

1) 位 置,自 然環 境

 バ ング ブ ー ム村 は,ア ダ マ ワ高 原 の 中央 部,ガ ウン デ レの東 北約50キ ロに 位 置 す

る。 北緯7。31',東 経13。51',標 高1,059メ ー トル 。 アダ マ ワ高 原 を東 北 東 にむ か って

流 れ下 る ヴ ィ ナ川 の支 流,ビ ニ 川 北岸 か ら2キ ロ,ビ ニ 川 の 支 流 で あ る マ ンバ ラ ン

(Mambalang)川 と,マ ボノレ(Mabor)川 に は さ ま れた 平 地 に あ る。 村 の 北 方10キ ロ

の あ た りに は,1,200～1,300メ ー トル の 山 な み が東 西 に つ づ き,そ の 北 が わ は,す る

ど い傾 斜 を な して,ベ ヌエ川 源 流部 の 平 原(標 高500メ ー トル)に お ち こん で い る。

ア ダ マ ワ高 原 は,東 へ むか ってわ ず か に 傾斜 して お り,ヴ ィ ナ川 は,チ ャ ド共 和 国 内

に は い って か ら,ロ ゴ ネ(Logon�)川 に合 流 し,北 上 して チ ャ ド湖 にい た って い る。

 年 間 降 雨 量1,500ミ リに比 して,植 生 は乾 燥 性 を つ よ く しめ し,ブ ッ シsサ バ ンナ
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的な景観を呈 している。

2)行 政 区 画

 バ ング ブ ー ム村 は,ア ダ マ ワ県 ガ ウ ンデ レ郡 にぞ くす る。 ガ ウ ンデ レ等 は,7つ の

小 郡(Canton),合 計225の 村(Village)か らな る が,バ ング ブー ム村 は,そ の1つ 高

地 ドゥル 小 郡(Canton Dourou Plateau)の 首 村 の ひ とつ で あ る。 す なわ ち,こ の小

郡 は,バ ング ブ ー ム村 を 中心 とす る 西 部,ガ ンバ 村 を 中心 とす る 東 部 の2つ の 区 域

(Lieu)に 二 分 され20),そ れ ぞ れの 村 長 は,同 時 に,高 地 ドゥル 小 郡 の 長(Chef du

Canton Dourou Plateau)の タ イ トル を あ た え られ て い る21)。 高 地 ドゥル 郡 に は22)

(バ ング ブ ー ム管 轄12,ガ ンバ 管 轄12)の 村 々が あ り,総 人 口 は9,119人 で あ る23)。

この小 郡 は,ガ ウ ンデ レか ら北 にで て,時 計 ま わ りに まわ り,東 か らガ ウ ンデ レへ も

どる全 長200キ ロ余 の リング ロ ー ドに そ った村 々で あ るが,こ の地 域 に おいて は,そ

れ はか な らず しもひ とつ の地 域 的 ま とま りを な して はい な い。 た とえ ば,こ の 道 路 に

そ って,バ ング ブ ー ム村 か ら3キ ロ は な れ た ニ ャセ ィ(Nyassey)村 は,別 の 小 郡

(Canton Mbang Foulb�,35の 村 々か ら な る)に ぞ くす る。 あ き らか に,お な じ地 域

に混 在 す る村 々の な かで,フ ル ベ農 牧 民 の 村 々 と,ブ ー ム や ドゥル の 農耕 民 の 村 々 と

は,そ れ ぞ れ 別 の ま とま りで,2つ の小 郡 を か た ちつ くって い る。 す な わ ち,こaに

は,フ ル ベ ・ラ ミダ ッ ト体 制 下 に おけ る フル ベ 自 由民 の 村(z�ro rim�)と,不 自 由

民 の 村(z�ro maccu�)と い う2分 法 が い ま も残 存 して い る こ とが わ か る。

 この2つ の小 郡 を ま と めて み よ う。

 まず,小 学 校 は,公 立 の もの が,高 地 ドゥル 小 郡 に5,バ ング フル ベ小 郡 に4,ほ

か に,高 地 ドゥル小 郡 に は,カ ト リック系 小 学 校 が2,プ ロテ ス タ ン ト系 が1。 い ず

れ も,4～8年 生 の小 学 校 まで で,そ れ 以 上 は,ガ ウ ンデ レへ で な けれ ば な らない

(図6)。

バ ング ブ0ム 村 の 小 学 校 に は,1970年 当 時8年 生 ま で で,4人 の 教 師 が い た。4年

2G)こ の管 轄 は,ほ ゴ,か つて の バ ング ブー ム,ガ ンバ の 両 ベ カ ラの テ リ ト リイに よ って い る。

21)こ の小 郡 長 につ いて は,具 体 的 な役 割 や 権 限,あ るい は オ フ ィスを も って い る わけ で は ない 。

 しか し,独 立 記念 日式典 な どの,ガ ゥ ンデ レで ひ らか れ るあ つ ま りに は,地 区(Canton)の 代

 表 と して 参 加 す る こ とが あ る。

22)バ ング フル ベ小 郡 に は,1つ だ け,ブ ー ム の村Ndouar Dama(人 口23人)が ふ くま れて い

 る が,間 接 的 な イ ンフ ォメ イ シ ョ ンに よ れ ば,こ の村 は,あ る フル ベ の 自由 民が 所 有 して いた,

 解 放 され た 不 自 由民(r三量may5e)の 開 拓村 だ とい わ れ る 。詳 細 につ いて は未 調 査 で あ る。

23)カ メル ー ン国立 人 文 科学 研 究 所編 のDictionnaire des Villages de l'Adamaoua(1975)1こ よ

 る 。 じっさ い に は,こ の ほか に,Vak(人 口228人), Gengene(入 口63人)な どの ドゥル の村

 が あ る。
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図6 バングブーム周辺の市 場と学校の分布

まで の 初級 で は,バ ング ブ ーム村 の ほか,バ ウ シ(Baoussi),デ ナ(Dena),ワ ラク

(Warak),マ ンバ ラ ン(Mambalang>,サ ボ ンガ リ(Sabongari)な どの村 々 か ら,

5～8年 の上級 で は,さ らに,ニ ャ セ イ(Nyassey),ア ワ(Awa),マ ラ(Mara)な

どの生 徒 も くわ わ って い る。1970年 当時 の生 徒 数 は,約180人 で あ った。.通学距 離 は,

最 大 ほx" 10キ ロに およぶ 。

 バ ング ブ ー ム村 に農 業指 導 所(Poste Agricole),バ ン グ フ ル ベ 村 に 牧 畜 指 導 所

(Poste Patorale)が おか れ,と もに1人 の 駐在 員 が お かれ,管 内 を巡 回 して い る。

3) 民 族 分 布

 高地 ドゥル 小 郡 の24の 村 の なか で,ブ ー ムの 村 と分類 され る もの は,バ ン グ ブー ム,

ガ ンバ,ム ンゲル(Mounguel)の3村 だ けで,の こ りは ドゥル の村 と さ れ て い る。

他 方,バ ン グ フル ベ小 郡 の35の 村 は,ブ ー ム'と分類 され る ドゥ アル ・ダ ナ(Ndouar

Dana)を の ぞ い て,す べて,フ ル ベ の村 で あ る(図7)。
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図7 バ ングブーム周辺部 の民族分布

 しか し,こ 、に お い て も ち い られ て い る民 族 別 の村 の 分類 の 基 準 は,基 本 的 に は,

そ の村 に おい て 最 大人 口規 模 を もつ こ とに よ って い る とか ん が え られ る24》。 と うぜ ん,

お お くの村 々 は,2～3の こ とな る民 族 の メ ンバ ーを 内 包 して い る。

 た とえ ば,ブ ー ムの村 と さ れて い るバ ングブ ー ムは,ポ ドレ ウス キの 調 査 に よれ ば,

総人 口551は,280人 の ブ ー ム,270人 の ドゥル,10人 の フル ベ をふ くむ。 ま た,ド ゥ

ル の村 とされ て い るガ ンガ サ ウの ば あ い は,1,168人 の総 人 口 に80人 ほ どの ブ ー ムを

ふ くん で い る。 さ らに,フ ル ベ の村 々で は,か つ ての マ チ ュベ に ぞ くす る ブ ー ム,ド

ゥル,ラ カ,カ カ な どの人 口を ふ くん で い る25)。

 高 地 ドゥル,バ ング フル ベ の 二 つの 小 郡 を ま とめ て み る と,そ の 民 族 別人 口はつ ぎ

の よ うに な る。

Ful6e 4,329 

 Mbilm 1,194 

Duru 6,924 

Laka 666 

Diverse 2,140 

Total 15,253 [PoDLEwsKI l970:1966年 統 計,26]

24)Dictionnaire des Villages de 1'Adamaouaに お い て も,そ の規 準 は明 記 され て はい な い。 ま

 た ポ ドレウス キ の分 類 と,DVA.の 分 類 とで く らべ る とMassakbatt, Tellere(P-Mbum・DVA・

 -Duru>な ど で こ とな ってい る[PoDLEwsKI l970:27]。

25)[Po肌EwsKI l970:27]の 地 図 よ り作 成 。 しか し,20人 ご との概 数 で しめ さ れて い る ので,

 そ の正 確 な 実数 は不 明 で あ る。

318



日野 北カメルーン ・ブーム社会の空間構造

図8 バ ングブー ム周辺諸村におけるブーム人 口(概 数)

               [PoDLEwsKI l970:27]

 ブー ムの人 口に つ い て み る と,そ の7与パ ー セ ン トは,バ ン グ ブ ーム,ガ ンバの 二 村

に集 中・ の こ りの25パ ー セ ン トは,図8の よ うに,マ サ クバ ト(Massakbatt),ニ ァ

バ ラ ン(Niabarang),ガ ンガ サ ウ(Gangassaou),ム ンゲ ル(Mounguel) ,ガ ンブ ク

(Gamboukou),テ レ レ(Tellcr6),そ の 他 の 村 々に 分散 して い る。

 あ き らか に ブー ム は,こ の 地域 に おい て,二 つ の首 邑 をの ぞ け ば,極 端 に少 数 化 し

て お り,ほ とん ど,民 族 と して の ま とま りは しめ して い ない 。 しか し,バ ング ブ ー ム

の ベ ラカ を例 に とれ ば,か れ は周 辺 の ドゥル の村 々 を,み ず か らの 支 配 下 に お きつ づ

けて きた し,い ま もお いて い る とい う意 識 を根 づ よ く も って い る。 他 方,ガ ンガ サ ウ

や ガ ンブ クの ドゥル の村 長が,バ ング ブ ー ムの ベ ラカ に対 す る と きの ふ る ま いに は,

あ き らか に,へ り くだ った態 度 が い ま もみ られ る。

 ブ ー ム が大 半 を しめ る テ レ レ村(人 口35人)に つ い て は,ド イ ッの植 民 地 時代 に,

強 制労 働 の道 路 建 設 の た めに 徴 用 され た バ ング ブ ー ム 出身 の ブー ム が,そ の ま ＼つ く

った村 で あ る とされ,バ ング ブ ー ムの 分村 で あ る とい う意 識 が あ る。 また,ブ ー ムが

少 数(約22パ ー セ ン ト)を しめ る ガ ンブ クは,バ ング ブー ム の か じや グル ー プ(ベ ラ

カか ら,ベ ラカ ・・ブ ク(belaka mbhkh)の タ イ トル を も ら,って い る。(b61akaは ビ ッ
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グマ ン,mb��ﾍ か じや の ふ い ごの音)が つ くった村 と され て い る。

 一方,ド ゥル は,こ の 小 郡 で の多 数 を しめ るが,移 動 性 が た か く,村 は い ま も うこ

い て い る。1950年 の 航 空 写 真 を もと に作 成 した,こ の地 域 の1/50000の 地 図 に よ れ ば,

お お くの ドゥル の 村 々 は,現 在 と こと な る場 所 に あ る。 お お くの村 々 は,こ の20年 余

の あい だ に,リ ング ロー ド周 辺 へ移 動 して きて い る。 ま た,バ ング ブ ー ム,ガ ンバ の

ブー ムの首 邑に おい て も,ド ゥル人 口の流 入 は顕 著 で あ る26)。 ポ ドレウス キー の調 査

で は,バ ング ブ ー ム村 の ドゥル人 口 は,約47パ ー セ ン トとな って い るが,筆 者 の,ラ

ィ フ ヒス トリイ調 査 に も とつ く人 口数 で は,ブ ー ム44. 1 %,ド ゥル53.6 ｰoと,ブ ー ム

が 少数 化 して い る。

4)商 業 圏

 この二 つの 小 郡 に おい て は,一 週 間で 一 巡 す る定 期 市 が み られ る。 つ ま り,図6の

よ うに,月 曜 日の イ ェ ノ ア(Yenoa)か らは じま って,日 曜 日の べ レム(Berem)で

完 結 す る。 この ほか に は,ガ ゥ ンデル郊 外 の ダ ン(Dang)で 日曜 日,ま た,小 郡 南

部 の バ ラ ング(Mbalang),ガ ウサ エ(Ngaoussaye)で は,道 路 沿 い に商 人 が 商 品 を 出

す 不定 期 市 が 随 時 ひ らか れ て い る。      ・

 定 期 市 の 日に は,ガ ウ ンデ レか ら商人 を のせ た トラ ッ クや小 型 バ ス が や って きて,

周 囲の村 々か らも農 産 物 や,さ ま ざ まの 商 品 を も った人 々が あ つ ま って くる。東 端 の

イ ェ ノ ア(Yenoa)か ら,西 端 の バ ング フル ベ まで,公 道 を とお って 約40キ ロ ・ ブ ッ

シュの な かの 間 道 をつ た って 約25キ ロ,人 々 は,市 場 の 日を めが けて,商 品 を も って

往 復 す る。

 図9と 表1は,1970年3月4日(水)の バ ング ブ ー ム村 に おけ る定 期 市 に や って き

た,の べ111人 の売 り手 た ちの居 住 村,民 族,商 品 の種 類,性 別 を しらべ た もの で あ

る 。東 は ヴ ァ ク(Vak),イ ェノ アか ら,西 はバ ン グ フル ベ まで の18村 か らと,11人 の

バ ス や トラ ックに の って ガ ウ ンデ レか らや って きた 商人 が み られ る。 売 り手 リス トの

1～9の 衣 類,11～19の 古 着,20人 ほど の小 間 物,荒 物,コ ー ラナ ッツをあ つ か う商

人 は,各 定期 市 を か な り広 くあ る く企業 的 な人 々で あ る。 他方,59～111の 女 性 の 売

り手 は,そ の と き ど きの収 穫 物,あ げ ドー ナ ッ な どの 加 工食 品,地 元 製 の石 けん な ど,

日 々の現 金収 入 を も とめ ての 人 々で あ る。47～51の ガ ウ ンデ レか らの商 人 は,農 産 物,

ニ ワ ト リ,タ マ ゴな どの か いつ けに や って きた人 々で あ る。

 か いつ け られ た 農 産 物(季 節 に お う じて,ソ ル ガ ム,マ ニオ ッ ク,と う も ろ こ し,

26)バ ングブ ー ム村 にお け る ドゥル受 入 れ の プ ロセ スにつ いて は,[日 野 1974]を 参照 。
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 M  F  T

NGAOUNDERE 8 3 11

MBANG FOULBE 1 1 2

0 2 2

LOUMONANGE 3 0 3

GANGASSAOU 8 8 16

AWA 7
 -4

NYASSEY 6 6 12

SABONGARI 1 1 2

MBANG MBOUM 10 3 13

DENA 0 2 2

GADA MABOR  1 0 1

GADA BINI 0 2 2

WARAK 0 1 1

 BAOUSSI 3 10 11

BEREM 3 7 10

NOM 0 3 3

GOP 2 2 4

VAK 2 0 2

HOLMBALI 0  1 1

TOTAL 55 56 111

図9 バ ン グ プ ー ム の 定 期 市 に あ つ ま っ て き た 売 り 手 の 分 布
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表1 バ ングブーム村の定期市 の売 り手の リス ト

lGbaya(Ndere) 衣類 48Mbum(Ndere)『 雑 穀 買付 け*

2Duru(Vak) 衣類 49Mbum(Ndere)  雑穀 買 付 け*

3Hausa(Ndere) 衣類 50Mbum(Ndere)  雑 穀 買付 け*

4Fulbe(MF) 衣類 51Mbum(Ndere)  雑穀 買 付 け

5Fulbe(Nyassey) 衣類 52Hausa(Ndere)  雑穀 買付 け

6Duru(Mberem) 衣類 53Duru(Baosi)    ナ ワ

7Duru(MM) 衣類 54Fulbe(Ndere)  雑 貨

8Fulbe(Awa) 衣類 55Mbum(Ndere)  カ ン(調 味 料)

9Duru(Gangassaou)衣 類 56Duru(Baosi)   豆 類

10Hausa(MM) 雑貨 57Duru(Baosi)  豆 類

11Hausa(Mdere) 古着 58Fulbe(Awa)    魚

12Duru(Gangassaou)古 着 59Fulbe(Awa)   果 物*

13Duru(Loumonange)古 着 60Fulbe(Bara)   果 物*

14Duru(Gangassaou)古 着 61Fulbe(Awa)   果 物*

15Duru(Gangassaou)古 着 62Fulbe(Bara)    ピー ナ ツ*

16Duru(Vak) 古着 63Duru(Sabongari) ピ ー ナ ツ*

17Duru(MM) 古着 64Fulbe(Nyassey)  ピ ー ナ ツ*

18Duru(GOP) 古着 65Fulbe(Nyassey) 野菜*

19Duru(GOP) 古着 66Fulbe(Nyassey)  野菜*

20Fulbe(Nyassey) 雑貨 67Fulbe(Nyassey) 果 物*

21Duru(Gangassaou)雑 貨 68Fulbe(Awa)   果 物*

22Mbum(MM) 雑貨 69Fulbe(Nyassey) 果 物*

23Fulbe(Ndere) 雑貨 70Fulbe(Awa)   医薬 品*

24Duru(Mberem) 食器荒物 71Duru(Baosi)   野菜*

25Dum(MM) シオ 72Duru(Baosi)   果 物*

26Duru(MM) シオ 73Duru(Gangassaou)野 菜*

27Duru(MM) 食器荒物 74Duru(Gangassaou)野 菜*

28Duru(Loumonangc)雑 貨 75Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

29Duru(Loumonange)雑 貨 76Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

.30Fulbe(Nyassey) 鉄製品 77Duru(GangassaQU)サ トウ キ ビ*

31Fulbe(Nyassey) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 78Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

32Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッツ 79Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

33Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッツ 80Duru(Gangassaou)サ ト ウ キ ビ*

34Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 81Duru(Baosi)   野菜*

35Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 82Duru(Baosi)  野菜*

36Fulbe(Nyassey) 雑貨 83Duru(Baosi)   野 菜*

37Fulbe(Gada Bini) タバコ葉 84Duru(Baosi)   野菜*

38Fulbe(Awa) タバ コ葉 85Duru(Baosi)    ピー ナ ツ*

39Duru(Mberem) タバ コ葉 86Duru(Warak)  ピ『一 ナ ツ*

40Mbum(MM) ナ ワ 87Duru(Baosi)   野菜*

41Duru(Sabongar量) 靴なお し $8Duru(Baosi)   野菜 ・ピー ナ ツ*

42Bam重1eke(Nyassey) タバコ葉 89Duru(MM)  野 菜*

43Duru(MM) 衣類 90Dum(Gada Mabor)野 菜*

44Mbum(MM) 食肉 91Duru(Gada Mabor)野 菜*

45Duru(Gangassaou)雑 貨 92Duru(Mberem) 野 菜*

46Duru(Gangassaou)雑 貨 93Duru(Nom)    ヒ ョゥ タ ン*

47Duru(Gangassaou)雑 貨 94Duru(Mberem) 野菜*

47Mbum(Ndere) 雑穀買付け 95Fulbe(MF)   自家製石鹸*
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96Duru(Mberem) 野菜* 108Duru(GOP) ヒ ョウタ ン*

97Duru(Mberem) 野 菜 ・タマ ゴ* 109Duru(GOP) 干魚
98Duru(Baosi) 野菜* 110Mbu・n(MM) 自家製石 鹸*

99Duru(Mberem) 野 菜 ・ヒ ョウタ ン* 111Mbum(MM) 自家製石鹸*

100Duru(Mberem) 野菜*

101Duru(Mbcrem) 野菜*

102Duru(Nom) ヒ ョウタ ン* 略号
103Duru(Nom) 野菜*

104Duru(H・lmbali) 豆類 ・野菜* Place Name

105Duru(Dena) 野菜* Ndere Ngaound6r6

106Duru(Dena) 野菜* MF Mbang Foulbe

107Duru(Nyassey) 野菜* MM Mbang Mboum

*女 の売手

ヤ ム イモ な ど)は,す べ て ガ ウ ンデ レへ は こばれ,売 られ る。 バ ング ブ ー ムで1ふ く

ろ(約100キ ロ)900フ ラ ンで か いつ け られ た ソル ガ ム は,70キ ロ車 で は こん で,12-

1500フ ラ ンで 取 引 きさ れ る。

 バ ン グブ ー ム以 外 の 村 で 市場 が ひ らか れ る とき,バ ン グ ブー ムの男 女 は,そ れ ぞれ,

思 い思 い の商 品 を も つて で か け て い く。 バ ング フル ベ,ガ ンバ に い く女 た ち はす くな

い が,ル モ ナ ンゲ(Loumonange)や ベ レ ム(B6r6m),ホ ル ン バ リ(Holmbali)に は,

20キ ロ ちか い道 の りを 徒 歩 で で か け る。 自転 車 を も った男 た ち は,バ ン グ フル ベ,ガ

ンバ に も と きに は足 を のば す 。 バ ング ブ ー ム村 内 の7人 の ミシ ンを も った洋 裁 師 は,

分 解 した ミシ ンを 自転 車 に の せ て,市 場 へ とむか う。

 バ ン グ ブ ーム村 に は,一 人 の ハ ウサ の 商人 が い る。 か れ は,市 場 へ で か け て い くと

と も に,バ ン グ ブー ム の 自分 の い えの まえ に,小 さな 机 を だ して,そ こへ 商 品 を な ら

べ る し,い つ で も注 文 に お お じて ス トックか ら商 品 をだ して くる。 一 カ月 に一 度 くら

い は,ガ ウ ンデ レへ 商 品 の 仕 入 れ にで か けて い く。 ま た,村 人 は,し ば しば ガ ウ ンデ

レで コ ー ラ ナ ッ ツを仕 入れ て,他 の村 人 の 日常 の 需 要 に こた え る。

 バ ン グブ ー ム 村 の ブー ムの 肉 屋 は,(リ ス トNo.44.)ち か くの フ ル ベの 村 へ で か

けて い つて,ウ シを か いつ け,市 場 が ひ らか れ る前 日に屠 殺 して,そ の 肉 を 売 る。 売

れ の こ った 肉 は,自 分 の や しきで 干 し肉 に加 工 して,他 村 の 市 場 に も って い く27,。

5)社 会 交 流 圏

 バ ング ブ ー ムの 人 々の 日常 的 な交 流 圏 は,ほ ゴ,こ の 定 期 市 サ イ クル の 範 囲 内 に あ

27)1974年,首 都 ヤウンデからガ ウンデ レへ の鉄道 がつ う じて,ガ ウンデ レ周辺での ウシの値段

 が5倍 ちか く値あが りし,バ ングブームの肉やは,ウ シをか う資金 もな く,買 い手の経済力 も

 おいつけず,肉 は市 場か ら姿をけ した。
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る。 金 曜 日の イス ラムの 集 団 礼 拝 は,バ ング ブー ム村 の モ ス クで お こな われ るが,村

人 の ほ か,ニ ャ セ ィ,ア ワ,マ ンバ ラ ン,サ ボ ンガ リ,ワ ラク,バ ゥ シ,さ らに ビニ

川 の対 岸 部 や マ ボル 川 対 岸 部 の ブ ッシ ュに散 在 す る フル ベや ド ゥル の人 々 も参加 す る。

ビニ川 対岸 部 にす む マ ー ル ム ・ア ポ(Maalum Abbo)は
,ブ ッシュの なか で隠 遁 生

活 をい とな む フル ベの イス ラ ム教 師 だが,こ の周 辺 で お こ った さ ま ざ まの宗 教 上 の 問

題 に つ いて 指 導 的 役 割 を は た す。 人 々 は しば しばそ こを お とず れ る し,モ ス クの 改 築,

老人 の死 亡,そ の 他 に さ い して は,バ ング ブ ー ムの ベ ラカ に よ ばれ て 指 導 を お こな う。

また べ ラ,カの 子弟 を は じめ,何 人 か の若 者 が か れ の もと に か よ って,コ ー ランの 勉 強

を す る。

 マ ール ム ・ジ ジ(Maalum Dji(iji)が この村 にす みつ く(1950年 代 前半 か)ま え,

村 の 子供 た ち は,ビ ニ川 対岸 にす んで い た フル ベの 女 性 イス ラム教 師 マ0ル ム ・ハ ワ

(Maalum Haoua)の も とに か よい,コ ー ラ ンを な ら った とい う。

 ガ ンブ クに はか じやの グル ー プが 居 住 して い る。 バ ング ブ ー ムの 鍛 冶屋 で あ る ウス

マ ヌ(Ousmallou)は ,そ の一 族 で,ベ ラカか らベ ラカ ・ブ ク(B�1潴� mb��)の タ

イ トル をあ た え られ て い る。 ガ ンブ クの 鍛 冶屋 の 妻 た ちは,素 焼 の カ メづ くりを しご

とに して お り,バ ン グブ ー ム の人 々 も必要 に お お じて,ガ ンブ クで カ メを手 にい れ る。

 バ ング ブー ムの人 々 は,食 料 品,衣 類,消 費 材 の お お くを定 期 市 で 入手 す るが,同

時 に,か な りの部 分 をガ ゥ ンデ レで手 に 入れ る。男 子,と くに 若 者 は,し ば しば,徒

歩(ブ ッシ ュ の道 を と お って45キ ロ),自 転車,お 金 が あ れ ば 市 場 が よ いの トラ ック

や小 型 バ ス を利 用 して,ガ ウ ンデ レへで か けて い く。 一 年 の か な りの 時間 を ガ ウ ンデ

レで,家 の建 築,日 乾 し レ ンガ つ く り,雑 役 な どの 現 金 か せ ぎ に す ごす 人 々 もす くな

くな い。 そ して,し ば しば,そ のか せ い だ 現金 で,ガ ウ ンデ レの卸 売 商 で,キ ャ ンデ

ィ・ マ ッチ,電 池 な どの 商 品 を仕 入 れ,バ ン グブ ー ムで 商 売 に従 事 す る こ と もあ る。

 バ ング ブ ー ム村 の人 々 の ラィ フ ヒス ト リイを き くと,商 業,ウ シの 運 搬 や解 体,半

熟錬 労 働 な どで ・ 若 い 日 々を ガ ウ ンデ レ,メ イガ ンガ,首 都 の ヤ ウ ンデ(Yaound�)

な ど,広 い地 域 の遍 歴 に す ご した人 もす くな くな い。 そ して,そ の ま ま村 へか え らず

に都 市 に 定着 した人 々 もあ る。

 さて,ガ ウ ンデ レへ で か けて い った人 々は,ほ ゴ例 外 な く,バ ング ブ ー ム 出身 の親

族 や友 人 の 住 居 を た よ って そ こに滞 在 す る。 ガ ウン デ レに お け る バ ング ブー ム村 出身

者 の集 住 地 区 は二 つ あ る。 一 つ は,ベ ラカの や しきの あ る ア ウ デ ィ 街 区(Q ,uartier

Aoudi),も う一 つ は ガル デ ィマ(Galdima)の や しき の あ るサ ボ ンガ リ街 区(Q ,uartier

Sabongari)で あ る。 基 本 的 に は ブ ー ムの人 々 は前者 に,ド ゥル の人 々 は後者 に た よ
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り先 を も とめ る。

 ア ウデ ィ街 区 の ベ ラカの や し きは,バ ングブ ー ムの 人 々に よ って,ド ック ・フー ・

バ ング ブー ム(Ndjk/〃M撮 π9ル乃伽, ndjkは 腕 の 意, fzaは 村,づ ま り支村)と よ

ばれ,中 央 の ベ ラカの や し きを 中心 に,10～15家 族 ほど のバ ング ブ ー ム出 身の 人 々の

や しきが あ り,人 口は70～80人 ほ どで あ る。 そ の一 部 は,バ ン グブ ー ム村 の重 臣 カ イ

ガマ(Kaigama)の,一 部 はサ ル キヤ キ(Sarki Yaki)の 所 有 と され,そ の縁 者 の 家

族 がす ん で い る。 また,一 部 は ベ ラカの 既 婚,未 婚 の 子 供 た ちが す ん で い るや し きで

あ る。 ガ ウ ンデ レの 上級 学 校 に 進 学 した バ ング ブ ー ムの 子 供 た ち は,親 族 が い る とい

な いに か か わ らず,例 外 な くこ ＼に滞 在 す る(図10)。

 ベ ラ カは,一 年 の うち,の べ3～4カ 月 を,こ の や し きで そ こす 。 ベ ラカの7人 の

妻 た ちの うち,2人 が こsに 常 住 して い る。 ベ ラカ は,行 政 府 へ の 出頭,集 会 へ の 列

席,ラ ー ミ ドへ の あ い さつ,宗 教 儀 礼 へ の 出席,友 人 との 交 流,と きに は単 な る静養

の た めに ご ＼に滞 在 す る。

 カ イガマ,サ ル キ ・ヤ キ は も ちろん,村 人 の お お くは ガ ウ ンデ レへ で て くる と,

こsに ね とま りす る。 そ の 数 は,1975年,筆 者 が こb)Lで参 与 調 査 を お こ な った と き

は,常 時 ほx"8～10人 を かぞ え た 。1975年12月,ガ ウ ンデ レで 農 業 博覧 会(Comice

図101975年 当時のガウンデ レのベ ラカのや しき
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Agricole>が ひ らかれ た と きは,バ ング ブ ー ムか ら もい くつ か の 出 品 も あ り,そ の 見

物 の た め,バ ン グブ ー ム か ら170～180人 の人 々が で き きて こ ＼に滞 在 した。 これ は,

バ ング ブ ー ム総 人 口の37～39パ ー セ ン トにあ た る。

 ガル デ ィマ の や しきは,ま ち はず れ の サ ボ ンガ リ街 区 の東 北 端 に あ り,か れ の縁 者

が 常 住 して お り,ガ ル デ ィマ 自身 も ウ シの売 買 その 他 の 用 に お お じて こ ＼に滞 在 す る。

村 に お け る ドゥル 出身 者 の代 表格 と して の ガル デ ィマ の や しきに は,と うぜ ん,、お お

くの ドゥル の人 々が た よ り先 を も とめ る28)。

 ま た,ガ ウ ンデ レ東 南156キ ロ,メ イ ガ ンガ郡 の郡 都 メ イガ ンガ は ウ シの集 散 地 と

して 発 達 した が,ウ シの 解 体 を生 業 とす るバ ング ブ ー ム 出身 の数 家 族 が,サ ル キ ・ヤ

キの 実 兄(1976年 に 死 去)を 中心 にす み つ い て い る29)。 さ らに,現 在 の バ ング ブ ー ム

村 の ベ ラ カ ・ア ブバ カル(B�1潴� Ab-b疚a�)の 実 弟 ウスマ ヌ(Ousmanou),は,長

い遍 歴 生 活 の の ちに,メ イガ ンガ東 北100キ ロの ジ ョホ ン(Johong)の 近 くに す みつ

い て い る。

 ウ シの 解 体 を生 業 にす るバ ン グブ ー ム村 出 身 の人 々は,ほ か に,首 都 の ヤ ウ ンデ を

は じめ,そ の 南 方 の バ ル マ ヨ(Mbalmayo),西 カ メル ー ンの コ ンサ ンバ(Nkong-

samba)な ど,カ メル ー ンの 広 い地 域 に 分布 して い る し,サ ル キ ・ヤ キの 実兄 の一 人

は,中 央 ア フ リカ共和 国の ブ ワル(Bouar)の ちか くで お な じ生 業 に従 事 して い る30》。

 現在,バ ング ブ ー ム村 に すん で い る ウマ ル ・サ ンダ(Oumar Sanda,1981年 に死

去)は,メ イ ガ ンガ 西 北60キ ロの ブー ラ(Mboula)の 村 長 で あ った が,ト ラブ ル に

ま き こまれ,こ の バ ング ブ ー ム村 の ベ ラカ を た よ って来 住 した もの で あ る。

6)通 婚 圏

バ ン グブ ー ムの 人 々は,フ ル ベの イス ラム教 師 の マ ール ム ・ジ ジ(Maalum Dji(iji,

1979年 に死 去)が カ メル ー ン北 部 の ガル ァの 生 まれ,ほ か に レイブ ーバ 郡1人,メ イ

ガ ンガ 郡10人(1家 族 ウマ ル ・サ ンダ ー 家)を の ぞ い て,全 員 が ガ ウ ンデ レ郡 内の 生

まれ で あ る(1980年Census原 票 に よ る)。 筆 者 の 調 査 で は,男 子 の約80パ ー セ ン ト

はバ ング ブー ム村 の生 まれ,の こ りは周 辺 の 村 々で あ る。 ドゥル の 人 口の方 が,村 外

生 まれ の 比 率 は圧 倒 的に た か い。 女 子 で は,約65パ ー セ ン トが 村 内 生 ま れ だが,既 婚

28)バ ングブームにおいてガルデ ィマがはた した役割については,[日 野 1974:42-45]参 照。

29)ア ダマワ地域 においては,ハ ウサが食肉のギル ドをつ くっていて,食 肉流通ルー トを一手に

 にぎ っているが,ブ ー ムはその もとで,屠 殺牛の解体 の役割をにな っている[日 野 1980:103]。

30)サ ルキ ・ヤキ自身 も長いあいだ,こ の生業 に従事。また小商人と してガ ウンデ レにいたが,

 実兄二人が村へかえ らないために,村 に もど って サルキ ・ヤキの役職 についた とい う経歴を も

 って いる。
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図11バ ングブームの既婚の女 の出身地 図12バ ングブームの女た ちの婚 出先

女 性 の み に か ぎ れ ば,40パ ー セ ン ト以 下 に な る。

 既 婚 の女 た ちの 出身 地 を み る と,図11の よ うに,村 内 出身 者 が38(36.9パ ー セ ン ト),

高 地 ドゥル小 郡 内 出身 者 が49(47.6パ ーセ ン ト),あ わせ て,84.5パ ー セ ン トに な る。

の こ りは,レ イ ブ ーバ 郡12.6パ ー セ ン ト,ガ ウ ンデ レ生 ま れ1.・9パー セ ン トで あ る。

 他 方,バ ング ブ ー ム村 に 混住 す る人 々の 子 女 の 婚 出 先 を み る と,図12の よ うに,村

内36(45.8パ ー セ ン ト),小 郡 内 が24(2&9パ ー セ ン ト)と,あ わせ て74.77xe ・一セ ン

トを しめ る。 の こ りは,レ イ ブ ーバ郡4.8パ ー セ ン ト,ガ ウ ンデ レが12.0パ ー セ ン ト,

メイ ガ ンガ4.8パ ー セ ン ト,そ の他6.0パ ー セ ン トに な る。 その他 に は,首 都 ヤ ウ ンデ,

バル マ ヨ,ガ ル ァ,な どが ふ くま れ る。 婚 出先 に つ い て は,近 年,あ き らか に,ガ ウ

ンデ レへ の 婚 出の 増加 が い ち じ る しい。

7)就 職 圏

 カ メル ー ン独 立 ま もな い1960年 代 前半 に,バ ン グ ブー ム村 に公 立小 学 校 が 誘 置 され,

村 の お お くめ子 女 が 学 校 に か よ うよ うに な った。1970年 当 時 の約180人 の生 徒 の う ち

133人 の バ ング ブー ム在 住 の 生 徒 は,あ る もの は ガ ウ ンデ レの 上級 学校 に進 学 し,あ

る もの は ガ ウ ンデ レで 就 職,あ る もの は親 の も と に と どま り,あ る もの は結 婚 した。
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表2 バ ングブームの公立学校卒業者の12年 後 の住地 と職業

Mbang

Mboum 近 隣…村落 Ngaound6r6 Meiganga Yaound6
Northern

Towns
Others Tota1 %

BOYS

農     民 18 2 20 31.7

公 立 学校 生 徒 5 5 10 15.9

コー ラン学校生徒 1 1 2 a2

無     職 6 6 95

未 熟 錬 労働者 、6 2 8 125

ド ラ イ バ ー 2 22 3.2

肉     屋 ]」 1 1 3 生8

下 級 役 人 3' 3 6 9.5

教     師 1 1 1.6

軍     務 1 1 2 a2

(死    亡) (3) (生8)

Tota1 23 3 24 1 4 4 1 63

% 36.5 生8 3al 1.6 6.3 6.3 1.6

GIRI.S

結     婚 10 25 13 ・ 4 2 3 2 59 8生3

コー ラン学校生徒 4 1 5 7.1

無     職* 2 2 4 57

(死   亡) (2) (2.9)

Total 12 25 19 4 2 4 2 70

% 17.4 5丘7 27.1 5.7 2.9 5.7 2.9

自家での家事労働もふくむ
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1982年 に筆 者 は,こ の 子供 た ちが,現 在 ど こ にす み,何 を して い るかの 追 跡 調 査 を こ

ころみ た。

 その 結 果 は 表2に しめす とお りで あ る。 男 子 の ばあ い,村 に と どま った もの が36. 5

パ ー セ ン ト,近 隣…の 村 に すん で い る もの が4 .8パ ー セ ン トとあ わ せ て約40パ ー セ ン ト,

ガ ウ ンデ レへ で て い る もの が38.1パ ー セ ン ト,そ の他 の各 地 へ で て い る もの が16パ ー

セ ン ト,死 者 が4.8パ ー セ ン トと,そ の おお くが ガ ウ ンデ レへ でて,進 学,あ る い は

半 熟 錬 労 働,下 級 公 務 員 な ど に従 事 して い る。 ウ シの 解 体 に従 事 して い る もの は,ガ

ウ ンデ レ,メ イガ ンガ,ヤ ウ ンデ に各1人 と な って い る。

 他 方,女 子 は,バ ング ブー ム村 内で 結 婚 した もの が14パ ー セ ン ト,近 隣 の村 で 結 婚

した もの が55.7パ ー セ ン トで,ガ ウ ンデ レへ で た もの27.1パ ー セ ン トに は,婚 出18.6

パ0セ ン ト,進 学(コ ー ラ ン学 校 を ふ くむ)5 .7パ ー セ ン ト,ほ か に は メ ィガ ンガ,

ヤ ゥ ンデ その 他 へ の婚 出者 が17パ ー セ ン トとな って い る31》。

 筆 者 の 参 与 調 査 で は,こ れ らバ ング ブー ムの小 学 校 を で て,ガ ウ ンデ レや その 他 の

都 市 に就 職 した もの は,も うバ ング ブ ー ムに帰 つて 定 住 す る み こみ は ない 。

 学 校 教 育 の普 及 は,あ き らか に,バ ング ブ ー ムの 人 々を カ メル ー ン国 民 社 会の なか

に 組織 化 し,バ ン グブ ー ムの 社 会交 流 圏 を拡 大 させ た。 しか し,そ れ は,同 時 に,バ

ン グブ ー ム村 自体 の過 疎 化,伝 統 的生 業 の存 続 の困 難 を ひ きお こ した の で あ る。

8)生 業 圏

 バ ン グブ ー ムの人 々 は基 本 的 に農業 を その お もな生 業 と して い る 。 市場 での 商 業 や,

ミシ ンをつ か って の洋 裁 師,鍛 冶屋 や籠 づ くりそ の他 の生 業 は,あ くま で も兼 業 で あ

り,農 業 を その 基 本 に お いて い る。                                1

 バ ング ブ ー ムは 次章 での べ るよ うに,村 全 体 が ひ とつの 塊 と な った集 村 で あ り,生

業 の 主体 で あ る畑 は,や し き内の 疏 菜,果 樹 な どを の ぞ いて,基 本 的 に は村 の 外 に あ

る。

 主要 な作 物 は,伝 統 的に は主食 で あ るモ ロ コ シ(n瀟g),ト ウ ジ ン ビエ(疸��1)で あ

り,同 時 に トウモ ロ コ シ(η∂㎎ 概 πの,マ ニ オ ッ ク(mb瀛)も 栽 培 され る。1960年 後 半

か らマ ニ オ ック栽 培 の増 大 が 顕著 で,主 食 と して の 依 存 度 が い ち じる し くた か ま って

い る。 この ほか,モ ロ コ シな ど の畑 に は,サ サ ゲ マ メ(瑟},ヒ ョウ タ ン類(痙v�1�,

a4薦,観 初,畴�疚烽ﾈ ど),カ ボチ ャ(∂1診π,詔 η励 伽)な どが 混 播 され る。 ほか に,

ピー ナ ツ(吻 既 の,サ トウ キ ビ(疣j��),タ バ コ(t瀉潴),バ ナ ナ(k��)な どが 現 金

31)も ちろん,そ の結婚 は,そ こにすみついているブームの男 との ものである。
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収 入の 一 助 と して うえ られ る。 また,や しきの な か に は,ヤ ム(砂 勘,タ ロ(∂㎎ δδ

             へ

な どの イモ類,レ モ ン(♂伽 の,マ ン ゴー(mangorδ)な ど も うえ られ る32)。

 モ ロ コ シ,ト ウ ジ ン ビ エの畑 は,お おむ ね川 か ら100メ ー トル くらい は な れた 乾 燥

した と こ ろに おか れ る。 一 方,ト ウ モ ロ コ シは も うす こ し川 に ちか い と ころ,マ ニ オ

ック は川辺 の 湿 潤 な と ころ に うえ られ る。 した が って,お お くの人 々は,モ ロ コ シ,

トウ ジ ン ビエの 畑 と,川 に ちか い マ ニ オ ックの畑 の 二 つ を も って い る ことが お お い。

B Belaka (Sorgham) 

1 Sarki Yaki (Sorgham, Maize) 

 1'  Sarki Yaki (Manioc) 

2 Kaigama (Sorgham, Maize) 

2  '  Kaigama (Manioc) 

3 Galdima (Sorgham, Maize) 

3  '  Galdima (Manioc)

4 Bigaoula (Sorgham) 

 4' Bigaoula (Manioc, Tobacco) 

5 Nyaassa (Sorgham, Maize) 

5 ' Nyaassa (Manioc) 

6  Alim (Sorgham) 

 6'  Alim (Manioc,  Tobacco,Banana) 

7 Samaki (Sorgham) 

 7' Samaki (Manioc, Maize)

図13バ ングブーム村民の畑の場所(主 要作物のみ)

32)バ ングブ ー ムの 栽 培植 物 の詳 細 に つ いて は,【HINO

330

1978:43-65]を 参 照 。



日野 北 カメルー ン ・ブーム社会 の空間構造

いず れ も,村 の外,ビ ニ川,マ ンバ ラ ン川,マ ボル川 な ど に そ った 地域 に畑 が お かれ,

村 か ら3～4キ ロ,と きに は10キ ロ ちか くも はな れ た と こ ろに な る。 ベ ラカの 畑 は,

マ ンバ ラ ン川 と ビニ川 に は さ ま れた,村 か ら1キ ロばか りの と ころ に あ る
。 ガ イガ マ

や サル キ ・ヤ キな ど,村 の重 臣 た ちの 畑 は比較 的村 か らちか い し,あ と か ら村 に 加 入

 した ドゥル の 人 々の畑 は村 か ら とお い(図13)。 サ ル キ ・ヤ キは,自 分 の や しきの と

な りの マ ンバ ラ ン川 に い た るや 珂 頃斜 した 土 地 に トウ モ ロ コ シを うえ,2キ ロは な れ

たマ ンバ ラ ン川 南 岸 に モ ロ コ シ,2キ ロ余 は な れ たマ ボ ル川 の ち か くに マ ニ オ ッ クの

畑 を も って い る。一 方,ド ゥル の土 地 か ら若 い と きに この村 へ や って きた ニ ヤ ッサ は,

10キ ロは なれ た ガ ダ ・マ ボル(Gada Mabor)に モ ロ コ シの,3キ ロはな れ た マ ボル

川 の ふ ちに マ ニオ ックの畑 を も って い る。 村 の 重 臣 の 一人,ド ゥル の 代 表 格 の ガ ル デ

ィマ は,自 らが 生 ま れ そだ った ビニ川 対 岸(村 か ら10キ ロ)に 広 大 な モ ロ コ シの 畑,

その 川 よ りに マ ニ オ ックの 畑 を も って い る。

 モ ロ コ シ,ト ウモ ロ コ シな どの畑 は,5～6年 ご とに そ の隣 地 へ耕 作 地 を うつ す焼

畑 移 動 耕 作 で,そ の移 動,あ た ら しい畑 の 開 墾 は,ベ ラカ の御 前 会 議 で 承 認 され る必

要 が あ る。 他 方,川 辺 の マ ニオ ック畑 は,ほ とん ど場 所 を うこ か ない 。

 サル キ ・ヤ キの畑 を 例 に と る と,1.5ヘ クタ ール ほど の モ ロ コ シ畑 の う ち,約1/8ほ

どが妻 の マ エ レマ(Maerema)の 畑 と され て い る。 その収 穫 物 は妻 の 財 産 で あ り,や

し き内の 妻 専 用 の貯 蔵 倉(f 伃n瀟g)に おか れ る。 売 れ ば それ は 妻 の収 入 に な る し,妻

が モ ロ コ シ ビー ル をか も して売 る こと もあ る。 マ ニ オ ック畑 に お いて も妻 の所 有 す る

畑 が あ る。複 妻 の ば あ い,そ の それ ぞ れ が 持 分 の畑 を も って い る。

 人 々 は,お お むね,村 か ら村 外 の畑 にか よ う。 早 朝 にで か けて,昼 す ぎ にか え って

くる。 農 繁期,と くに収 穫 期 で,野 鳥 や イ ボ イ ノ シ シ(∂薦),ノ ブ タ(9∂ ぬ7切,カ バ

(96伽 の な どの 被害 が心 配 され る時 期,人 々 は畑 に 出づ くりの 小 屋(k�b�)を た てて,

何 週 間 か を そ こで す ごす ごとが お おい 。

 乾 季 の お わ りちか く,次 年 の 播 種 に先 だ って,人 々は,モ ロ コ シ畑 に火 を は な って,
'

それ に そ な え る。 火 入 れ(∫伽gg吻,と くに新 畑 の火 入 れ の ば あ い,お お くは共 同作

                        ノ

業(s�g�)で お こな われ る。畑 の 境 界 に側 溝 を ほ り,あ る い は草 を 刈 りと って,風 上

か ら火 を つ け,人 々は葉 の つ い た生 の 枝 を 手 に も って,境 界 外 に燃 え うつ りそ う な と

き は,そ れ で火 を たaい て 消 す 。 この しご とは,お おむ ね,夜 の8～10時,暗 くな っ

て か らお こな われ る。 消 火 に は じゅ うぶ ん気 を つ け るが,1965年 こ ろ,隣 …村 の バ ウ シ

(Baoussi)で は,こ の火 が村 に もえ うつ つて,村 の 大 半 を焼 失 した 。

 モ ロ コ シの収 穫 期,つ ま り,乾 季 の さか りは,も っ と も忙 しい 時期 で あ る。穂 に み
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の った モ ロ コ シは,ま ず,足 で 踏 み た お され,(nd疣� n瀟g),す こ し乾燥 した と ころ

で ナ イ フで穂 の部 分 を 切 りお と し(彫ga珈9),穂 の み が一 個所 に あ つ め られ る。 そ

して,適 当 な 時 に,棒 で た ＼い て脱 穀 す る(nd疚� n瀟g)。 この 脱穀 の しご とは,い っ

ぱん に,サ ケ の 共 同作 業(s�g� y絈)と よば れ る共 同作 業 で お こな われ る。 その 当 日,

畑 の持 主 の 妻 た ちに よ って か も され た モ ロ コ シ ビール(y絈)が 用 意 され,手 伝 い に

あ つ ま った人 々 は,そ れ を の み の み,脱 穀 を手 伝 う。収 穫 期,村 の 人 々は順 ぐ りに,

サ ケ の共 同作 業 を 主催 し,そ れ が一 順 した と きに,村 中の 脱穀 が お わ る。敬 虜 な ムス

リムで あ る,ベ ラカ や重 臣 た ちの い え で は,モ ロ コ シ ビール の か わ りに,食 事 が提 供

され る。 した が って,こ の 時 期,村 人 は連 日 ブ ッシ ュへ でか けて い くの で あ る 。

 村 か らみ て,ベ ラカの 畑 の む こ うがわ,ビ ニ川 に ち か い低 地 は,ト ン ホ リ ・ラ ウ ン

ビー(t�f �i r碼mb�, t�f �1�ﾍ すて られ た 村 の 意, r碼mb�は 水 の ま々 な か)と よば

れ,先 代 の ベ ラカ ・バ ル ソ ラ(B�1潴� B灑s�1�)の 旧都 が あ った と ころで,そ の 当 時

うえ られ たマ ンゴ ーの 木 や,モ ス クの あ とが の こ っで い る。 この 周 辺 は,バ ン グブ ー

ムの 人 々の 草刈 り場 に な って い て,背 よ りも高 い禾 本 科 の草 々が得 られ る。 草 ぶ き屋

根 や,や しきの へ い に な くて はな らな い もの であ る。

 ま た,ビ ニ川 に そ った 川 辺 林 は,村 人 の 建 材 とな る樹 木 が お お い。 村 の 西 が わに は,

か って営 林 署 の 指 導で うえ た とい う ユ ー カ リの木(kp�.f��,砂 食 は木,∫6短 は フ ラ

ンス語 の .命碗,っ ま り営林 署)も,建 材 と して利 用 さ れて い る。

 村 の人 々 は,畑 へ い く道 す が ら,ブ ッシ ュの な か の小 樹 木 を,ま き材 と して採 集 す

る。 しか し,近 年,ま き材 は しだ い に枯 渇 し,か な りと お くに い か な けれ ば手 に は い

らな くな った 。 これ は,将 来,村 の存 亡 にか かれ る重要 事 にな る可 能 性 があ る。

 かつ て ブー ム の人 々に と って は,狩 猟 は,農 耕 に つ ぐ重要 な 関 心事 で あ った とい わ

れ る 匹AMBEzAT 1962:199]。 現 在 で も,ブ ッ シュに で る とき,弓 矢 を携 帯 す る も

の が おお い。 しか し,獲 物 は,わ ず か の ホ ロ ホ ロ鳥(娩),ノ ウサ ギ(γ6磁)な どで,

生 業 的 な意 味 は う しな わ れて い る。 また,漁 携 も,ナ マ ズ(mb�)な どが趣 味 的 に釣

られ るの み に な って い る。

 家 畜 は,ヤ ギ 伽1の,ヒ ッ ジ(s疥�),ニ ワ ト リ(緬 緬)が や し きの 周 辺 で か われ る

の み で あ る。

9)生 活 圏

 バ ング ブー ムの人 々は,生 活 用水 の お お くを,ち か くの マ ンバ ラ ン川,マ ボル 川 に

た よ って い る。 村 の 中央 部 に井 戸(9鹿8の は あ る が,モ ス ク用,ベ ラカ や何 人 か の 重
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臣 の ほ か は,ほ とん ど利 用 しない 。

 水 浴 び は,成 年 の 男 た ちは,妻 子 に川 の水 を は こば せ て,や し きの なか で お こな う

が,女 た ち や子 供 は,川 に で か けて,き ま っ た場 所 で 水 浴 び をす る。 女 た ちの水 浴 び

の 場 所 と,若 い男 た ちの そ れ とは,数 十 メ ー トル はな れ て い る。

 村 に い ちばん ち か い マ ンバ ラ ン川 の 一部 は,女 た ちの 洗 濯,穀 物 と ぎ,食 器 な ど の

あ らい もの をす る場 所 に な ってい る。深 さ30セ ン チ ほど の川 の 中央 に,い くつ かの 大

きな洗 濯 石 が お か れ,衣 類 をそ れ にたaき つ け て洗 濯 す る。女 た ちは,し ば しば,着

衣 の ま ＼水 に つ か り,水 浴 び と洗 濯 を兼 ね る。 洗 濯物 は,川 の 周辺 の草 の 上 に な らべ

て 干 し,か わ くの を ま って や し きへ も ちか え る。

 また,い え を た て る時 に は,マ ンバ ラ ン川 の 周 辺 の土 を ほ って,川 の 水 を つか って,

粘 土 を つ く り,あ るい は,日 乾 し レ ンガ を つ く って建 材 にす る。 ラテ ライ ト性 の 土 は,

水 とまぜ て,足 で ふ む と,粘 性 を しめ して,そ の まa土 壁 に す る こ とがで きる。 この

粘土 はい くらか の枯 草 と まぜ て,木 の わ く(声 η4諺∂6磁 の に 入 れ,型 を ぬ い て,そ

の ま ㌧日に干 して 日乾 しレ ンガを つ くる。

10) 宗教儀礼,通 過儀礼など

 日常 の イス ラ ムの礼 拝 は,村 の 中央 モス クで お こな うが,断 食 月 あ けの祝 日(ブ%14θ

ramabaana),巡 礼 月10日 の 犠牲 祭(ブ π146砺 加 妙の の ふ た つ の大 祭 に は,村 の 外 数 キ

ロの 平 地 に お いの りの 場所(r碼d匤g�)を つ くって,バ ン グブ ー ムの み な らず,ニ ャ

セ イ,マ ンバ ラ ン,サ ボ ンガ リ,ワ ラ クな ど の人 々 もつ ど って共 同礼 拝 を お こな う。

この 日に は,騎 乗 の ベ ラ カを 中心 に,村 の 男 た ち全 員 が,お もい お も いの武 具(弓 矢,

剣,や りな ど)を 手 に たず さえ て,い っ しょに 隊 列 を くんで,お いの りの 場 所 まで 行

進 す る 。 ベ ラカ の や しきか ら,時 計 と反 対 まわ りの 道 を と って,お いの りの 場所 ま で

行 き,お いの りが おわ った ら,ま た 隊列 を くみ,お な じ道 を とお る こ とな しに村 へ も

ど って くる。

 ブ ー ム は伝 統 的 に少 年 た ちの 割 礼 の習 慣 を もつ 。 現在 で は,8～12才 くらいの 少 年

た ちが,年 長 の 少 年 た ちに さ そい だ されて,ブ ッ シュに つ れ られて い つて,そ こで 割

礼(π4薦)を う け る33)。 か つ て は,村 か ら数 キ ロは な れ た場 所 に 小 屋 を つ く つて,こ

aに1～2カ 月 間年 長 の少 年 た ち とと もに とま り こん で,割 礼 の あ と,さ ま ざ ま の訓

練 を うけ た とい う。1970年 代 に な って か らは,小 屋 を つ くらず に,村 の 最 端 に あ る や

しきの な か の い え を ひ とつ借 りて,そ こか らブ ッ シュへ で か けて い くよ うに な った。

33)ブ ー ムの 割 礼 に つ いて は,[HINo l978:135-141]を 参 照 。
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期 聞 も,学 校 な どの 関係 で,1～2週 間 に短 縮 され て い る。 その 場 所 は,儀 礼 の な か

で 水 浴 び が重 要 な一 部 とな って い るた め,お お くは ビニ川 や マ ボル 川 の 岸 ちか くの 川

辺 林 の な か がえ らば れ る。毎 年 一 定 の 場 所 とい うこ とは な く,ま た,そ の 場 所 は秘 密

で あ る とさ れて い る。

 人 が死 ぬ と,か つ て は,そ の や しきの な か に 埋 葬 さ れ た。 これ は1950年 代 まで つづ

いて い た が,い ま は,村 の 外1キ ロの と こ ろに共 同墓 地(gidamutua)が つ くられ,そ

こ に埋 葬 され る 。墓 地 で は,死 ん だ順 に墓 所 が さ だ め られ,家 族 ご とに ま とめ られ る

こと も,男 女別 に わ け られ る こ と もな い。 墓 穴 に は,す べ て,右 下 に横 臥 した 遺体 の

鼻先 が メ ッカの方 向(alkibila)に む くよ うに,す な わ ち,ほ 斗 南 北 に2. 5メ ー トル,

東 西50～70セ ンチ,深 さ1.5メ ー トル くらい に掘 り さげ られ る。 埋 葬 後 墓標 を つ くる

こ と もな い。 村 人 が 村 以 外,た とえ ば,ガ ウ ンデ レの 病 院 で死 ね ば,埋 葬 は ガ ウ ンデ

レで お こな われ る34)。 女 性 は,死 者 以外 墓 地 に 立 ち い る こ と は禁 じられて い る。

11) ブー ムの空 間意識

 ブ ー ムの人 々の 空間 意 識 の なか で,と くに は つ き りとみ とめ られ る こと は,人 のす

む 空間 と して の村(∫ の と,人 の す ま な い 空 間 と して の 野(襯,草 の意)の 区 分で あ

る。 野 は,ブ ッシ ュ(乃6塗)と 畑(吻 ㎎)に 二 分 され る。 川(mb�)は,し ば しば,マ

ミワタ とい う魔 物(m瀘��t�)が す み,夜 くら くな って か ら幼 い子 供 が ちか ず くと,

水 に ひ き こま れ,溺 死 させ られ るの だ とい う。 マ ミワタ は,肌 が 白 く,黒 い 長 髪の 女

性 で あ る とされ て い る。

 ブ ッシ ュは,野 性 の 動 物 や,魔 物(ginaji)の す む と こ ろで あ り,男 た ち は,つ ね に

弓矢 やや り,す くな くと もナ イ フは たず さえ て い くべ き と こ ろ と され て い る。

 た また ま,ブ ッシ ュや畑 で 産 気 づ い て生 まれ た 子供 は,イ ス ラ ム名 の ほか に・ ニ ャ

ー ホ イ(妙 ∂盈 漉),マ ーホ イ(7η∂謙61)な どの ニ ック ネー ム(r�g s疝g�)が つ け られ,

大 人 に な って も しば しば その 名で いい な らわ され る。

 割 礼 に さい して,ブ ッ シュに な が くと どま り,ブ ッシ ュを あ る きま わ るの も,少 年

た ちに,勇 気(, sin� y穩,字 義 と お りな ら赤 い 目を もつ の 意)と い う もの を お しえ るた

めで あ る とい う。 そ れ まで,母 の も とで 村 を は なれ た こ との な い少 年 た ちを,ブ ッ シ

ュにす む フ ェ ンバ カ(f� mb疚�)と い う巨大 な動 物 を み に い こ う とい って さそ いだ し・

割 礼 を お こな った の ち,男 子 と して の い ろい ろ の心 得,男 ら し さ,性 の い と な み・礼

34)極 端な例 と して,あ る死期のせま った重病人が,ガ ウンデ レか ら村へは こばれていたが・途

 中で息をひきとると,す ぐに,そ のそばの村 の墓地 に埋葬 された。
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儀 と い った もの を お しえ るの で あ る。若 者 が,草 の 衣 を ま とい,草 あ みの 仮 面 を かぷ

り,盾 とや りを も って,子 供 た ちの まえ に 現 わ れ(9薦 とよば れ る),お ど し,勇 気 と

い うもの を お しえ るの もその ひ とつ の欠 かせ ぬ や り方 で あ る。 そ して,こ の 修業 中に

口 うつ しで な ら う唄 の な か に は,ブ ッ シュの な か の 怪 物 や 魔 物 を うた った もの が あ

る35)。 そ して,一 緒 に割 礼 を お こな った 仲 間 は,勇 気 を わ か ち も った 友 人(  ヘへωαz)と し

て,い つ まで も仲 間 意識 を も ちつ づ け る。

 割 礼 が おわ ると,も う母 親 と は はな れ た 一個 の男 性 と して,ブ ッ シ ュの こわ さ に も

耐 え た 勇 気 を も った 男 性 と して,ほ こ りを も ってふ る ま うの で あ る。

 他 方,女 性 は,メ ンス(goa)に さい して は,数 日間,自 分 の い え に と じこ も って,

村 か らで て,ブ ッシ ュへ い くこ と は禁 じ られ る。 けが れ とい うこ と もあ ろ うが,女 性

は この 時期 は,魔 物 に た い して 無 防 備 な の だ とい う意 識 も同 時 に み られ るの であ る。

4.ハ ン グ ブ0ム 村 の 空 間配 置

1) 村全体の配置

 ブ ー ムの 村 は基本 的 に集 村,な い し塊 村 とい え る もの で あ る。 畑 の とお い村 人 が農

繁 期 の 一 定期 間 出づ くり ごや(k�b�)に す ごす ほか は,人 々は み な,村 内に かた ま っ

て居 住 して い る。 バ ング ブー ム村 は,図14に しめ され る よ うに,乾 線 道路 に そ っ た や

し き(k叝�)の つ らな りで あ り,中 央 に ベ ラ カの や し き(k叝�),モ ス ク(r碼 � d�g�),

井 戸(g��),広 場(勿'潴s�),そ の 周 辺 に 重 臣 た ち(g伽gψ κ7のの や し き(k叝�),そ

の 外 が わ に 一般 の村 人 た ちの や し き(k叝�),そ して,西 の 村 の 出 口 ちか くに定 期 市 の

ひ らか れ る広 場 と公 立小 学校 が あ る36)。

 や し き(k叝�)は,草 べ い(k叝�)に よ って か こま れ,な か に3～10戸 の 土 かべ,草

ない し トタ ンの や ね の家 屋(p潴)が た て られ て い る 空間 で あ る。この 草 べ い でか こま

れ た や しき も,草 べ い と同 じ くキ ラ(k叝�)と よば れ る3?》。 それ ぞ れ の キ ラは,入 口

の い えパ ック フ ィル(p潴f �1),あ る い は,草 べ いの 切 れ 目に よ って,道 路 に 入 口 を ひ

らい て い る。

 や しきの 総 数 は,調 査 時点 で48・ そ の つ ち,パ ック フ 辱ル を もつ もの18(37.5%),

もた ない もの30(62・5 ｰo)で あ る。 カイ ガ マ の や し きは三 人 の 兄弟 が一 つの キ ラに 同

35)ブ ー ムの 割礼 の うた につ い て は,[EGucHI 1976:334・-343]を 参 照 。

36)そ の外 が わ に,1984年 にデ ィス ペ ンサ リィ,1985年 に独 立 の 農 業指 導 所 が建 設 され た 。そ れ

 ま で は,農 業指 導 員 は,村 人 の や しきに 寄 寓 して い た 。

37)キ ラ(k叝�)は,本 来,動 詞 キ ル(k叝,と りか こむ の 意)か らきて い る とみ られ る。
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図14バ ングブLム 村 の空間構造(1971.10)

居 して,別 方 向 に ひ らい た三 つ の パ ッ クフ ィル を も って い る。村 人 の あ い だ で は,キ

ラを もつ以 上,パ ック フ ィル を もつ こ とが の ぞ ま しい と され て い る。 パ ック フ ィル を

もた な い もの は,そ れ を貧 乏,人 手 不 足,入 村以 来 日が あ さい,な どの せ い に して い

る。
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2)民 族 分 布

 バ ング ブー ム の総 人 口433人 は,第3表 の よ うに,ブ ー ム,ド ゥ.ル,フ ル ベ,ハ ゥ

サ の 四つ の グル ー プ か ら成 る。 ベ ラカ の話 に よれ ば,1933年 ころ,ベ ラカ が この 地 に

村 を 開設 した と きは,す で に数 家 族 の ドゥル を ふ くん で い た とい う。 ベ ラカ か らの 聞

き書 きに よれ ば,1950年 ころ の村 で は,ド ゥル の キ ラが10で あ った とい う。 その 配 置

を み ると(図15),の ちに 重 臣 ガル デ ィマ とな る 当時 の サ ル キ フ ァダ(Sarkifada)が,

当時 の重 臣 カ イガ マ ・ガ ンガ フ ゥ(Kaigama GangafU)の や し きの 一 隅 に 同居 した

ほか は,ド ゥル の 全 員 が,村 の外 辺 部 に キ ラを も って い る。 この傾 向 は,現 在 の キ ラ

配 置(図16)に おい て も基本 的 に はか わ って い な い。 ガ ル デ ィマ が,カ イガ マ の死 後

その キ ラを つ ぎ,い くつ かの 死 絶,な い し村 外 へ 移 住 した ブー ムの キ ラの あ と に ドゥ

ル が 入居 した 例 を み る こ とが で きる。

 ま た,フ ル ベの 二 家族 は,そ の 一 人 マ ー ル ム ・ジ ジ(Maalum Djidji)が,1955年

こ ろ,ベ ラ カの 懇 請 に よ って イス ラム 教 師 と して,こ の 村 に す み つ い たの と,村 の ブ

表3 バ ングブーム村の人口(民 族別)

男 女 計

ブー ム 97 94 191 4生1%

ドゥル 97 135 232 53.6%
「

フルベ 4 5 9 ♀・3%

ハ ウサ 1 0 1 一

計 199 234 433

(1970.1現 在)

      図151950年 ごろの キラの部族別構成

ききが きによるため,キ ラの空間配置の こまかい点は正確ではない
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図16 キ ラの部族別構成(1972年 現在)

一 ム の アダ ム ・ガル デ ィマ(Adam Galdima
,1955年 ころ死 亡)の 娘 の 一人 と 結 婚

た マ ール ム ・ハ マ ダマ(Maalum Hamadama)が 同 じ く この 村 に居 を さだ め た も

で あ る。 ハ ウサ は,旅 の商 人 で あ った サ リウ(Saliu)が,1965年 ころ か ら,ブ ー ム

サ ル キ ・ヤ ラ ・ニ ァー ボ ン(Sarki Yarra Nyaムb6n)の キ ラに寄 宿 して い るもの で

る。 フル ベの二 人 の マ ール ムは,つ ね に ベ ラ カの客 人 と して この 村 に す み つい て お

客 人 の もて な しを その しご との 一 つ に して い るサ ル キ ・ヤ キが,そ の 世話 を担 当 し

い る。

3) 村の社会組織か らみた配置

 か つ て,別 の論 文[日 野 1974]に しめ した よ うに,バ ング ブ ー ム村 で は,ベ ラ

が任 命,か つ称 号 をあ た え た何 人 かの 長 老 が,三 人 の 重 臣,カ イガ マ,ガ ル デ ィマ

サル キ ・ヤ キを 中心 に,一 定 の 住民 組織 の 長 とな って い る。 これ らの 長老 た ちは,

ック ・フー(η4話 塑,ndjkは うで, fnは 村,す な わ ち"村 の うで"の 意 味)と よ は

同時 に ド ック ・フー は,こ の 長老 に よ って 代 表 され る何 人 か の 成 年 男 子 の グル ー プ

さ して い る。

 ドック ・フー に はふ た つ の レベル があ る。 そ の一 つ は,こ の 長 老 た ち に よ って ひ

い られ る ドッ ク ・フー で あ り,も う一 つ は,こ の ドッ ク ・フー を い くつ か ま とあ て

織 され た ドック ・フー で あ る 。重 臣 ガル デ ィマ が,筆 者 に説 明 す るた め に,こ の 前

を小 さい ドック ・フー(ndbk ffi njiki,小 さいndjk fti),後 者 を 大 きい ドック ・フ
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(ndδkfti hdinδke, 大 きし、 nd∂kffi)と よんで 区 別 した が,小 さ い ドック ・フー が ブー ム

の 伝 統 的 な父 系小 リネ エ ジ集 団 に 則 して の ドック ・フー で あ るの に対 して,大 きい ド

ック フー は人 口減少 に よ って小 さ な ドック ・フー が集 団 と して の 意 味 を う しな った と

きに,ベ ラカ の智 慧 に よ って再 編 され た あ た ら しい ドック ・ラー で あ る とい う こ とが

で き る。 バ ン グブ ー ム村 全 体 で,現 在16人 の小 さ い ドック ・フー を あ げ る ことが で き

るが,そ の 構 成 メ ンバ ーは,平 均6.75人,村 外 居 住 者 を の ぞ くと平 均5.1人 に な って

しま う。 そ れ が再 編 に よ って4つ の ドック ・フー とな って,一 つ の構 成 メ ンバ ー が 平

均27人(村 外居 住 者 をの ぞ くと20. 5人)と な ったの で あ る。

 4つ の 大 きい ドック ・フ ゥー,す なわ ち ドック ・フー ・カ イガ マ,ド ック ・フー ・

ガル デ ィマ,ド ック ・フー ・サル キ ・ヤ キ,ド ック ・フ ゥ ・ニ ャー グ ガ は,現 在,

     一 ドック ・フ ー ・カ イガ マ

     ー ドック ・フー ・ガル デ ィマ

     ー ドック ・フー ・サ ル キ ・ヤ キー ドック ・フー ・ニ ャー グガ

とい うよ うに,ド ック ・フ ー ・ニ ャ ーグ ガ は ドック ・フー ・サル キ ・ヤ キの もと に統

合 され て い る。 これ は ニ ャー グ ガが 能 力,飲 酒 癖 な どに よ って,ベ ラ カの 信 頼 を う し

な い,重 臣 と して の 地位 を はず され た た めで あ る。          :・

図17

㍉鴨ノ 父E獄 1

         、,'

㌧ ク ・フーの空間配置
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 さ て,村 の空 間 配 置 か らみ る と,こ れ らの ドック ・フー は,地 縁 的ま とま りを な し

て は い な い(図17)。 これ は,先 代 の ベ ラカ ・バ ル ソ ラの マ ワル ワ リ(Mawalwali)時

代 か ら,ド ック ・フー は本 来 は親 族 を 基礎 に した組 織 で あ って,近 隣 集 団 で は な か っ

た の で あ る38)。

 しか し,三 人 の ドック ・フー は,あ き らか にベ ラカ の キ ラの 近 く,す な わ ち,村 の

中央 部 に 位 置 して い る。 そ して,客 人 マ ール ム ・ジ ジは,か れ の 世 話 を担 当す る サル

キ ・ヤ キ の キ ラの0部 に キ ラを建 設 して い る39)。

 村 で ベ ラカを 中心 に した 村人 の あつ ま り は,基 本 的 に は三 つ あ る。 第0は,三 人 の

重 臣 大 きい ド ック ・フー す な わ ち,カ イ ガマ,ガ ル デ ィマ,サ ル キヤ キ に よ る もの

で,こ れ は ほ とん ど毎 朝,ベ ラカの キ ラで ひ らかれ る。 三人 か ら,昨 日来 お こ った さ

ま ざ まの で き ご とに つ い て の 報告 と,ベ ラ カの 指示 が お こな わ れ る。 村 人 の 死,誕 生,

事 故 な ど が生 じた と きは,い つ も,す ぐに この三 人 が ベ ラカ の キ ラへ 急 行 して 報 告 す

る。 第 二 は,16人 の小 さ い ドック ・フー が あ つ ま る長 老 会 議 で,こ れ は月 に 数 回,必

要 に おお じて招 集 さ れ る。 第 三 は,村 の成 人 男 子 全 員 が あ っ ま る もの で,年 に 数 回,

これ も必 要 に お お じて お こ なわ れ る。 第 一,第 二 の あつ ま りは,ベ ラカの 三 つ あ るパ ッ

ク フ ィル(ρ ∂嬢 の の も っ と も外 が わ の パ ック フ ィル ・カ ラ(p潴f�1 k�1�)で お こな わ

れ る。 会 議 以 外 で も,村 人 が ベ ラ カに会 わ ね ば な らな い事 態 が生 じた り,ベ ラカ が よ

び つ け た ば あ い は,三 人 の 重 臣 も列 席 して,や は りベ ラカの パ ック フ ィル ・カ ラで 会

合 が もたれ る。

 このパ ック フ ィル ・カ ラで は,村 人 の す べ て のす わ る場所 が きま って い る。 そ の 場

所 は,ジ ャル カバ(j瀝k畸�)と よ ばれ,た とえ ば,カ イ ガマ の す わ る場 所 は ジ ャル カ

バ ・カ イ ガ マ と よ ばれ る。 図18に み る よ うに,ま ず,ベ ラ カの場 所 は
,一 番 奥 の 右 が

わ,そ の 前 に ガル デ ィマ,左 がわ に カ イガ マ とサル キ ・ヤ キ,右 が わ が 長 老 た ちの,

右 手 前 が 一 般 の 村 人(男 子),若 者 や女 性 がす わ るの は,外 の ダ ン キ(d瀟k�)と よ ば

れ る場 所 で あ る。 左 手 前 は ジ ャル カバ ・ゴル(翅 鋤 δ9∂r)と よば れ,客 人 の 場所 で

あ る・ た とえ ば,村 の客 人 あ つ か いで あ る マ ール ム ・ジ ジや,村 外 か らの人 々 も こ ～

に す わ る・ 近 隣 の 村 の村 長 や,高 名 の イ ス ラム教 師,あ るい は郡 庁 の使 者 な ど は,二

番 目の 入 口の いえ(p潴f �'l l碼s�1�,1碼s�1驍ﾍ中間 の,境 界 の,の 意 味)に 招 じ られ,

こ 、の客 人 の場 所 に案 内 され る。 こ ㌧は 白砂 が しか れ,そ こに ゴ ザ を お いて す わ る。

38)バ ング ブ ー ム村 の若 い イ ン フォマ ン トは,説 明 の た めに ,筆 者 に ドック フ ゥ(nd� f�)を,

 フ ラ ンス語 の カ ル テ ィ エ(quartier)に 訳 して みせ たが,こ れ はた だ し くな い 。

39)1982年 ・ マ ー ル ム ・ジジ(Maalum Djidji)と そ の夫 人 が相 つ い で 死亡 す る と,ま も な くこ

 の キ ラは と り こわ され,サ ル キ ・ヤ キの トウモ ロコ シ畑 と な った 。
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図18ベ ラカのパ ックフィルにおけ る村人 の座所

ベ ラカ は,い つ れ の場 合 も木 の 専 用 の イ ス を も ちい ,ほ かの 人 は 土 間 にす わ り こむ。

 この村 人 た ちの 地位 に お お じて きめ られ た ジ ャル カバ は厳 密 に ま も られ る。 た とえ

ば,あ る一 般 の 村 人 が ベ ラカ にあ う と きに は,か な らず,右 の手 前 に すわ り,ベ ラカ

と二人 き りで も,そ れ以 上 近 づ くこ とは な い。

 ちな み に,村 人 は,こ ＼に はい る と きは,か な らず,外 で は きもの をぬ いで は だ し

に な る。 ベ ラ カの 顔 を みつ め る こ とは,目 が つ ぶ れ る と信 じられ てい て,け っ して ベ

ラカの顔 の 正 面 に 自分 の顔 を む けな い。 そ して,自 分の 方 か らは な しか け る こと も し

な い。 ベ ラ カの 問 い に こた え,あ る い は発 言 を うな が され て,人 々 は うず くま って,

あ たか も独 り言 を い うよ うに,顔 を そむ け,あ らぬ 方 角 に む か って ボ ソ ボ ソとは なす 。

大 声 を だす こ と は け っ して ない 。 ベ ラカが,キ ラを で て 村 内 に あ らわ れ る と,人 々 は

い っせ いに は き もの を と り,地 面 に うず くま る。 川 で 洗 い もの を して い る ときな ど は,

衣 服 の ぬ れ る の もか まわ ず,そ の 場 に うず くま る。
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 村 人 を め ぐる裁 判(k�t�)は,村 人 全 員 を あつ めて お こな わ れ る。 警 察 長 官 と もい

え るサ ル キ ・ヤ ラ(Sarki Yarra)が 革 の鞭 を も って ベ ラ カの まえ にす わ り こみ,ド ッ

ク ・フー が な らび,マ ール ム ・ジ ジが列 席 す る。 被 告,原 告 が い つ れ も後 見人 を と も

な って 両 が わ にす わ り,ベ ラ カの 問 い か け に こた え る形 で,た が い に 自 己主 張 を お こ

な う。 必 要 が あれ ば,証 人(5「224∂δω∂)も よ ばれ る。 そ して,ベ ラカ,三 人 の 重 臣,

マ ー ル ム ・ジ ジが非 公 開で 事 件 を 審 理 し,翌 日村入 全 員 の まえ で 判 決 が い い わた され

る。判 決 に は村 か らの 追 放,謹 慎,ベ ラカの キ ラで の軽 労 働 な どが あ る。

 中央 の 広 場 に た て られ て い る モ ス ク(r碼 � d�ga),そ の そ ば に あ る 共 同 の 井 戸

(幽gの40)の 管 理 は,基 本 的 に ガル デ ィマ の しご とで あ る41)。 井 戸 の 水 を くみ あ げ る,

長 い縄 の つ い たつ るべ 桶(プ ラス チ ッ ク製,こ れ もg�烽ﾆ よばれ る)は,ベ ラカの

キ ラに一 つ,ガ ル デ ィマ の キ ラに0つ お かれ て い て,そ れ を借 りだ さ な い と,人 々 は

井 戸 を利 用 で きな い。 この井 戸 の 管 理 の しご とは,ブ ー ム の伝 統 的 な重 要 役職 の一 つ

で あ り,ニ ャー グ ガ(砂 盆幽gゐ,ny矜は ブー ム男 子 の敬 称, g瀏�ﾍ つ るべ)の 担 当

で あ った とみ られ る。 ニ ャー グ ガ の キ ラ に は,す で に 干 あ が って使 用 され な くな った

大 きな井戸 のあ とが あ る。

 カ イガ マ,ガ ル デ ィマ,サ ル キ ・ヤ キの三 人 の ドック ・フ ー に は,あ き らか に,役

職 の分 担 が あ る。 まず カ イガ マ は,村 内の 人 々の組 織 化 に か か わ る しご と,い わ ば 内

務 大 臣の 役,す なわ ち,共 同 作業 の さい の人 々の組 織,集 税 の 督促,学 校 へ や って こ

な い子 供 の親 た ちへ の 督 励,村 の 会 合 の通 知 な どの しご とを お こな う。 ガル デ ィマ は,

村 内 の金 銭,物 品 の 出入 りに か か わ る しご と,い わ ば大 蔵 大 臣 の しご と,す な わ ち,

集 め られ た税 金 の 計 算,モ ス クな ど の公 共 施 設 の金 銭 や物 品 の 出 入 りの管 理,公 共 資

材 の管 理,モ ス ク建 設 の 技 術 者 な ど村 で や とい 入 れ た人 々の 賃 銀 の 支払 い な どを お こ

な う。 サル キ ・ヤ キ は,村 の 外 との 対 応,い わば 外務 大 臣の 役,す な わ ち,客 人 へ の

応 接,村 の 代 表 と して 各 種 会議 へ の 出席,公 共 道 路 の 管 理42),公 立 学 校 との対 応 な

どを担 当す る。 その ほか の,長 老(つ ま り π4砒 声nj 勛�)に は,個 々に 特定 の 役 職 が

もた ら されて い るわ け で は な い。

40)ブ ーム語には,サ ンビー ∫伽9四城,s疣gは 穴, mb瑟は 水)と い う井戸をさすことばがある。

 グガ(g彅�)は ハ ウサのつ るべのばけつか らきた外来語である。

41)こ の井戸は,1950年 代 後半,フ ランス植民地政府 の援助で掘 られた もの という。深さ約15メ

 ー トル(水 面まで),乾 季に も酒れ ることはない。

42)サ ルキヤキは,ガ ウンデ レ郡庁か ら,Chef de Barri鑽e,す なわ ち,雨 な どで道路が こわれや

 す くな った ときの交通規制をおこな うために公共道路の各処 に設 けられた関所の管理をお こな

 う仕事を委託 されている。
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                 ■「τ

図19 キ ラ相互間の親子,兄 弟関係(親 子は父 と男子のみ)

4) 親族組織か らみた配置

 キ ラ相 互 間 の 親子,兄 弟 関係 は図19の よ うに な って い る。 キ ラNo・3,14,48の よ

うに 親子,兄 弟 が 同一 の キ ラに と ど ま る もの,No.6,7,8, No・30,32, No・4,23,26

の よ うに 隣…接 の キ ラ を も と めて 住 も うとす る もの,No.5,15,16,17,22,42, No・

10,37,38,No.9,35,44, No.11,39,40,45な どの よ うに,遠 近 にか な らず し も

こだ わ らず に,親 子,兄 弟 が ど ん どんあ た ら しい ス ペ ース を み つ け て別 居,拡 散 して

い くもの の三 つ の タ イ プが み られ る。 第 一 の タ イ プは,古 い ブ ー ム の人 々の キ ラに,

第 二 の タ イ プ はそ れ に準 ず る。 第 三 の 拡 散 タ イ プ は,ド ゥル 系 の比 較 的 あ た ら し くバ

ング ブ ー ム村 に来 住 して きた入 々に み と め られ る。

 一 方,婚 姻 に もとず く姻族 関 係 も,図20に しめ され るよ うに,村 内で 広 く交錯 して

い る。

 村 の は しか らは しまで300メ ー トル 弱,あ るい て も数 分 とい う密集 した集 村 の なか

で,親 族,姻 族 の網 の 目が 縦 横 に は りめ ぐ らされ,そ の世 代 的 重 積 に よ って,村 の 社

会 統 合,社 会 関係 に大 きな 役 割 を はた して い る こ とは あ き らか で あ る。
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26'「は1971年 に男系が絶 えkira No.4か ら一組の夫婦が移 りすんだ。

    図20キ ラ 相 互 の 姻 族 関 係
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5) モスクをあ ぐる空間配置

 村 の 中央 広 場 に 面 す る モス クは,ほ ゴ西 西 南 に 入 口が ひ らけ,背 面 は東 東 北 の メ ッ

カ の方 向(dlkib21d,又 はmadz"1 mdkkd,磁 げ 認 は大 きな道)に むい て い る。

 入 口を は い る と,せ ま い 中庭 が あ り,さ らに その 入 口 を と お る と,数 十 枚 の ゴザ

(ddag∂)を しきつ め た モ ス クの 内部 に た っす る(図21)。 中央 正 面 に,メ ッカ の方 向に

む けて,イ マ ー ム(limdmイ ス ラム導 師)の 場所 が あ る。1日5回 の お い の りに くる

人 々が 礼 拝 を お こな う場 所 はか な らず しも き ま って い る わ けで はな い 。 しか し,一 般

に は,イ マ ー ムの う しろ に,3人 の ム ァ ッジ ンの ラダ ン(lddanお い の りの 時間 を し

らせ る役),そ して そ の横 に,ベ ラ カや重 臣 た ち,そ して 長老 た ち,一 般 の村 人 た ち

が な らぶ 。 金 曜 日の集 団礼 拝 の と きは村 外 の人 々 もお お くあ つ ま り,ベ ラカ の ほ かの

図21モ スク内でのおいの りの座 の例
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村 人 は,村 外 の長 老 や イス ラ ム教 師 に 前 の場 所 を ゆ ず る。 モス クが い っぱ い にな る と,

若 者 や少 年 は 中庭 に す わ って そ こで 礼拝 を お こな う。 イマ ー ムに した が って,ラ ダ ン

が大 声 で 「ア ッラー フ ・ア クバ ル 」(・4〃励 ・akbar)と とな え,人 々が そ れ に声 をあ わ

せ て礼 拝 す る。 モ ス クの なか で は,基 本 的 に は ベ ラカ も一 人 の 平 等 な信 者 と して,一

般 の村 人 とな らん で礼 拝 す る。

 金 曜 日の 集 団 礼 拝 に あ つ ま って きた村 外 の人 々の おお くは,接 客 役 の サル キ ・ヤ キ

の パ ッ クフ ィル に す わ り こみ,お しゃべ りを しなが ら,午 後1時 ちか くの 礼 拝 の 時間

を ま つ。 サル キ ・ヤ キは水 の は い った や かん(b�t�)を 用 意 して,人 々 の お きよめ ウ

ドゥ(udu)の 便 に供 す る。 時 間 が くると人 々 はそ れぞ れ に ウ ドゥを す ませ て モス クへ

む か うので あ る。

 イス ラ ム暦 の ラマザ ン月 の27日 は ラ イ ラール(lailaal)と よ ばれ,村 の男 た ちは全

員 モス クで一 夜 をす ご し,コ ー ラ ン朗 論 を お こな う。 一一方 女 た ち も別 の 場所(ベ ラカ

の パ ック フ ィル ・カ ラ,ガ ル デ ィマ のパ ック フ ィル な ど年 に よ って こ とな る)に や は

り全 員 が あ つ ま って コー ラ ンを よ ん だ り,イ ス ラムの うた を うた っZす ごす 。

 ラマ ザ ン月 あ けの ジ ュル デ ・ラマ バ ー ナ(ブulde ramabaana),巡 礼 月10日 の ジ ュル

デ ・ラ イハ ー ジ(, julde而 加 妙の の 日,国 の 祝祭 日 な どに は,村 の 中央 の広 場 で ダ ン

ス(nd瀟� nd瑟)が お こな われ,太 鼓 を 中心 に若 者 が 輪 に な って,そ の 輪 の 中で か わ り

ば ん に お ど りを お ど る。

6) 市場をめ ぐる空間配 置

 週1回,毎 水 曜 日に ひ らか れ る定 期 市 は,村 の 中央 広 場 か ら100メ ー トル 余 西 よ り

の公 設 市 場 の 場 所(励a〃 伽 ～6)で お こな わ れ る43)(図14)。 この 市 場 に 出店 す る もの

は,す べ て ガ ウ ンデ レの 郡 庁(sous-prefecture)で きめ られ た50フ ラ ンの 使 用 税(s韋de

l伹�)を 支 払 わね ばな らな い 。徴 収 は,郡 庁 か ら委評 され た オ ス マ ヌ ・ニ ャー ヤ トが

担 当 し,支 払 い と と もに公 給 の チケ ッ トが手 わ た され る。 オス マ ヌ は月 ご とに ま とめ

て郡 庁 に と ゴけ る。

 市場 全 体 の 配 置 の な かで あ き らか な ことは,男 の場 所,女 の場 所 がか な りは っ き り

と区別 さ れ て い る こ とで あ る。 図22は,1970年2月25日(水)の 市 場 の売 り手 の 配 置

と商 品 を しめ して い る(写 真1)。

 道 路 に沿 って0方 に女 の 売 り手 が な ら び,い ろ い ろの 容 器 に い れ た あ げ ドー ナ ツ,

43)1974年 に キ ラNo.26(図19)の ニ ャー ヤ ト(Nyaayムt)が 死 亡 した あ と,1977年 市 場 用 のや

 ね つ き の建 物 は校 舎 に 改 築 され,市 場 はす こ し東 よ り,と り こわ され た ニ ャー ヤ トの キ ラの あ

 とに うつ され た 。 オ ス マヌ は この ニ ャー ヤ トのむ す ごにあ た る。
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図221970年2月25日(水)の 市 場 の 配 置

自家 製 石 けん,バ ナ ナ,農 産 品 な どの 商 品 を ま え にす わ り こむ(写 真2)。 その 道 の

反 対 が わ に は,男 の 売 り手 の雑 貨,ロ ープ,コ ー ラ,ド ー ナ ツ,鉄 製 の鎌 な どが売 ら

れ て い る。 この 男 と女 の売 り場 は,か な らず し も固定 的で は ない が,女 が 右 な ら男 は

左,女 が 左 か ら男 は 右 と,道 の両 が わ に 相 対峙 して な らび,両 者 が 入 りま じるこ とは

な い。道 路 か ら入 った 広 場 は,一 隅 で 靴 修 理,自 転 車 修 理 な どの男,ゴ ザ や テ ン ト地
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写真1バ ン グ ブ ー ム 村 の 定 期 市

写真2 定 期市 の女性 の売 り場

の 上 に古 着,小 間 物 を な らべ た男,テ ー ブル の 上 に塩 や 肉 を な らべ た 男 な どの 男 の 売

り場 で あ る。 そ の 中心 ちか くに は,お もにガ ウ ンデ レか らや って きて雑 穀 や マ ニ オ ッ

クな ど を買 い つ け る仲 買人 の コー ナー があ るが,こ ＼は男 も女 もま じ ってい る。 広 場

の北 が わ に は,日 乾 し レ ンガ壁,草 や ね の細 長 い建 物 が あ り,こ ＼は 男 の衣 類 売 りが

か た ま って い る。 ガ ウ ンデ レか ら きた トラ ックや 乗合 バ ス もこ ～に と ま って い る。

 定 期 市 の 日は もち ろん,中 央 広 場 に ちか い キ ラNo.12, No.48な どの パ ッ ク フ

ィル に は,し ば しば,ミ シ ンを も った仕 立 や が店 び ら き して い る。 ま た この 付近 に は,

とき ど き,村 の 若 者 が テ ー ブ ル を だ して,キ ャ ンデ ィ,タ バ コ,マ ッチ な どの 小商 品
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を 売 って い る こ とが あ る。 ま た キ ラNo.3やNo.26の わ きの道 路 沿 い に は,女 た ち

がっ くった あ げ ドー ナッ,シ ョウ ガ水,石 け ん,あ るい は土 器 やか ご な どが な らべ ら

れて 売 られ て い る こ とが あ る。 お お くは無 人 で,人 々 は ドー ナ ッを つ ま めば,き ま っ

た お金 を その 器 の す み に そ っと いれ る。信 頼 の 自動 販 売機 とで もい え る商 慣 習 で あ る。

 市 場 の 日,と きに は そ の ほか の 日に も,村 の 特定 の キ ラで は,モ ロ コ シビー ル が か

も され,人 々に 売 られ る が,こ れ に つ い て は後 にの べ る。

7) 教育をめ ぐる空間配置

 バ ング ブ ーム村 で お こな わ れ る教 育 は,ま ず は公 共 教 育 で あ り,も う一 つ は,イ ス

ラム教 育 で あ る。

 村 の 西端 の0隅 に は,1960年 代 前 半 に設 置 さ れ た公 立 学校 の 校 舎 と,教 師 た ちの宿

舎 が あ る。 校 舎 は,二 つ の教 室 を 両 翼 に も った コ ンク リー ト壁,ト タ ンやね の 校 舎 と,

とみ に建 増 しされ た 日乾 し レ ンガ 壁,草 ぶ きやね の 一 教 室 と か らな る。1970年 当 時,

学 校 は6年 制 で あ った が,の ちに8年 制 に拡 張 され た 。 それ 以 上 はガ ウ ンデ レか そ の

他 の都 市 に 進 学 しなけ れば な らな い 。1970年 に は教 師 は4人 で,3人 が 村 は ず れ の教

師 の 官舎 に す み,1人 が キ ラNo.17の ビガ ウ ラ(Bigaoula)の 一 隅 に す ん で い た44)。

2人 が キ リス ト教 徒,2人 が イ ス ラム教 徒 で あ った 。 学 齢(6才)に た っ した村 の 子

供 た ちは ほ ぼ全 員 が 就 学 す る45)。

 イス ラム教 育 は,マ ー ル ム ・ジ ジ が主 宰 す る コー ラン学 校(j瀟d�d�)で お こな わ

れ る。 まい 日午 後6時 ～8時(休 日は金 曜 日),か れの キ ラのパ ッ クフ ィル か,そ の

外 が わ の前 庭 で お こな わ れ る が,生 徒 は25人 く らい,大 体20パ ー セ ン トて い どの 参 加

率 で あ る。 子 供 た ち は,公 立 学校 が おわ る とブ ッ シュ にで か け,そ れ ぞ れ～ 束 の ま き

を あ つ めて きて,そ の た き火 の あ か りで 学 習 を お こな っ た46》。

44)注43に しめ したように,1977年 市 場の建物が校舎に改築 され,ト タンやねの4教 室ができあ

 が った。

45)1970年 ころには教室 に余裕 があ ったため,4～5才 の学令期以前 の子供 も初年級に出席 し,

 学令にた っするまで何年 もそこに と ゴま っていた。休暇あけ(10月)や,農 繁期 には出席率 が

 お ち,ベ ラカの命で カイガマが父兄を督励 してあるいた。

46)1977年,マ ールム ・ジジ(Maalum Dj�j�)が病 いと老令でガ ウンデ レに うつ りすむと,し ば

 らく,ベ ラカがイスラム教育を引 きうけて きたが,1980-83年,ア ダマ ワ県の知事ハマ ドゥ ・

 マールム(Hamadou Maahm)の 好意によって,マ ールム ・ハ リル(Maalum Hatilou)が ガ

 ウンデ レか ら派遣 され,ガ ルデ ィマのパ ックフィルで コー ラン学校をひ らいた。二年後,こ れ

 はガルデマにひきつがれ現在 にいた っている。
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5.キ ラの空 間 配 置

1) キラの基本的構造

 バ ング ブ ー ム村 の人 び との 住 居 は,草 べ い(肋 の で か こまれ た キ ラと よ ばれ る空 間

で あ る。 キ ラは,入 口の いえ(汐 畝 ノの,も し くは 黙草 べ いの きれ 目"@批 緬 の に

よ って外 の 道 路 に ひ らけ て い る。 な か に は,い くつ か の家 屋(ρ 話),家 畜 小 舎 や と り

小 舎,穀 物 を 貯 蔵 す るか ご(ノ 伽 ∂㎎),果 樹 や菜 園 な どが あ る(図23,図24)。

 キ ラの なか は,と きに は,草 べ い に よ って,二 つ な い しそれ 以 上 に わ け られて い る

こ とがあ る。 この 区切 りの 草 べ い は ク ンガ キ ラ(kdingd kira),そ して わ け られ た それ

ぞれ の 部 分 は,ド ックキ ラ(ndδk kira, ndbkは 腕,つ ま りkiraの 腕 を 意 味 す る)と よ

ば れ る。 この ばあ い は,そ れぞ れ の ドッ クキ ラには,そ れ ぞれ,い くつ か の 家屋,貯

蔵 か ごがあ り,そ れ ぞ れ が独 立 した 世帯 で あ る ことを しめ して い る。

 草 べ い(kira)に は二 つ の 種類 が あ る。 一 つ は,禾 本 科 の ア ンブ クダ ワ(ambabbuddwd),

とか ア レフ ェ レ(alef21e)な どの 太 さ 数 ミ リ くらいの 固 い茎 を あ ん だ もので,キ ラ ・

カ ンガ ケ(kira kangdke)と 呼 ば れ る。 も う一 つ は,禾 本 科 のambitbuddωa, agbbyiな

ど の1～2ミ リの 茎 を な らべ,両 が わ か ら 横 木 を あ て,柱 に 固 定 して しば った もの

図23キ ラ の 一 例
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写真3 バ ックフィル とキ ラ

A  ndOk  kira Sarki Yaki 
B  ndOk  kira Hamandiko 
1  pak  näin Sarki Yaki (sleeping house of sarki Yaki) 
2 pak  na'm  malkira (sleeping house of his first wife) 
3  pak  sël  maakira (kitchen house of his first wife) 
4 pak  nam Haoua (sleeping house of his second wife, Haoua) 
6  pak  set Haoua (kitche house of his second wife, Haoua) 
7  pakfil (entrance house) 

 8  mak  nam Hamandiko 
9  pal(  Wain  Maerema (sleeping house of his wife, Maerema) 
10  pak  sel Maerema (kitchen house of his wife, Maerema) 
11  ftilnang of Sarki Yaki and Hamandiko

図24キ ラ の 一 例(kira Sarki Yaki)
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で,キ ラ ・ダ ンパ ー二(kird dampaani)

に よ ば れ る(写 真4)。 高 さ は と も に,

一 般 の 村人 の や し き で2メ ー トル ほ ど

で,背 の び を して もの ぞ け な い高 さで あ

る。

 キ ラ ・カ ンガ ケ の つ く り方 は,地 面 に

まず,3メ ー トル く らい に き りそ ろえ た

茎 を なな め に な らべ,そ の 上 に,も う一

組 の茎 を60度 く らい の 角 度 で な な め にか

さね,一 方 を 固 定 して,他 方 を その なか

に交 互 にあ み こん で い く。 ふ つ うは5段

あ み にす る(図25)(写 真5)。 あ み あ が

ると,上 端 を な わ で あ ん で 固 定 す る。 へ

い を たて る と ころ に は,数 メ ーニトル お き

に ソ イ サ(∫廊 の とQ)う 木 を うえ て47),

そ こに数 十 メー トル に あ み あ げ た キ ラ ・

写真4 ギ ラ ・ダ ンパー二の建設

写真5 キラ ・カンガケの製作 図25 キラ ・カンガケ概念図

47)ソ イ サ(sblsa),ブ ー ム 語 で は ソ イ(sbi>は へ び,サ(sa)は 枝,枝 を き っ た あ と に 出 て く る あ

 た ら しい 枝 が 緑 色 で,皮 が 紙 状 で は げ や す く,枝 状 に の び て へ び の よ う に み え る た め の 名 で あ

 ろ う 。 学 名 は,Commiphora kerstingii, A tree 20-30 ft. high, with smooth green bark eventually

 peeling in brownish paperly strips;panicies crowded at the ends of the branches which are

 brownish tomentellous and血arked by Ieaf・scars:often planted.[HuTcHINsoN&DALzlEL

 l958:voL I, Part 1,694]o
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カ ンガ ケ を た てか けて な わで 固定 して い く。

 キ ラ ・カ ンガ ケ は つ くる の に手 間 が か か る が,丈 夫 で数 年 は もつ 。 他 方 の キ ラ ・ダ

ンパ ー二 は,簡 単 に で きるが,ひ つ じや や ぎ,子 供 た ちに よ って容 易 に こわ され る。

親 しい 同士 で は,し ば しば,キ ラ ・ダ ンパ ー 二 は こわ れ た らそ の ま ～で 放 置 さ れ,人

々の往 来 が で きる よ うに な る。 図14で,破 線で しめ した キ ラの 境 界 は それ で あ る。

 お もて通 りに 面 した とこ ろ は キ ラ ・カ ンガ ケ が,う らが わ や とな りとの あ い だの 境

や ク ンガ ・キ ラに は キ ラ ・ダ ンパ ー二 が もち い られ るの が ふつ うで あ る。

 入 口の いえ パ ック フ ィル(ρ δげ の は,フ ィル(∫ の が とお り道 を 意 味 す るよ うに,

入 口が 二 つ以 上あ って,な か を とお りぬ け る こと がで き る よ うに な った い え で あ る

(図26)。 お お くは,入 口が 二 つ で あ る が,村 に はい くつ か,入 口が 三 つ あ るパ ック フ

ィル が あ って,パ ック フ ィル ・ジ ャ ク ・モ コ ン(Pdkffl》 砒 痂 層 η,》話 は 入 口,

痂 層 πは3)と よば れ る。

 現 在 の ブ ー ムの キ ラで は,ベ ラカの キ ラを の ぞ け ば,パ ック フ ィル は一 つ で あ る が,

も ってい な い かで あ るが,伝 統 的 な ブ ー ムの キ ラで は,パ ック フ ィル が二 つ あ るの が

ふ つ うで あ った とい う。 そ して,.内 が わの パ ッ ク フ ィル はパ ック フ ィル ・ジ ャ クモ コ

ンで,一 方 が兄 の,他 方 が弟 の ドック キ ラに ひ らい て い た とい う(図27)。 この ば あ い,

外 が わ はパ ック フ ィル ・カ ラ(pakftl kala, kaldは 外部 の意),内 がわ はパ ック フ ィ

ル ・ビル(クdkfil 6 ir,6irは 内 部 の 意)と よば れ た 。 そ れぞ れ の 兄 弟 の ドック キ ラで

                               アら

は,男 の ば し ょ(ゴ配 ω虜γ雇 又 は η4δん糖aω4γ んの と女 の ば しょ(ブ配 ω漉雇 又 はndbk

図26パ ックフ ィール の一 例
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図27ブ ームの伝統的 キラ

   ノも

kird watk9)が は っ き り と ク ンガ キ ラで 区別 され て いた とい わ れ る。

 現在 は,こ の よ うな か た ちで,男 の ば し ょと女 の ば しょが ク ンガ キ ラ(樋 πg∂肋 の

で くぎ られ て は い な いが,人 々の 観念 の なか で は,一 つ の キ ラに お い て,外 が わの ジ

ャル ・ワル ケ(ブ 認 ω67ゐの と,内 がわ の ジ ャル ・ウイ ケ(ブa1磁 読の の 区 分 は は っき

り して い る。

 まず,パ ッ クフ ィル は 男 の空 間で あ る。 男 の客 人 は こ 、で む か え られ,女 の 客 人 は

こ 、に た ちよ らず に ま っす ぐキ ラの 内部 へ は い って い く。 ふ つ うはパ ック フ ィル の 横

に キ ラの きれ 目が あ って,客 人 もふ くめ て女 は,パ ック フ ィル を と お らず に,こ の切

れ 目を とお って 出入 りす る。 ベ ラ カのパ ッ クフ ィル,あ るい は伝 統 的 な ブー ム の パ ッ

ク フ ィル で は ・ キ ラの 内部 に はい るに は ど う して もパ ック フ ィル を と お らな け れ ば な

らな いが,そ の と きは,と お る女 は その 間 無 言 で,わ き見 をせ ず,人 が い て もあ たか

もそ こに 人 が い な いか の よ うに よそ お って 足 早 に とお りぬ け る し,パ ック フ ィル に す

わ って い る男 も・ あ た か も誰 もそ こを とお って い な い か の よ うに よそ お う。 た とえ 知

りあ い で あ って も,こ ～で声 を か けあ った り,あ い さ つす る こ とは な い。 会 話 が 必 要

な と きは,女 はパ ック フ ィル の外 に しゃが み,な か に い る男 とい うか た ちで お こな う
。

おな じキ ラの メ ンバ ーで も,食 事 の と きは 男 は全 員 がパ ック フ ィル に あつ ま って い っ

しょに と る。 夫婦 とい え ど も,女 が そ こに 参 加 す る こ とは な い。
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図28パ ック フ ィル の 内部

図29ダ ン キ

 パ ック フ ィル の 中央 に は炉 が しつ らえ られ,寒 い朝 な ど,太 い ま きが お かれ,火 が

入 れ られ る(図28)。 これ は男 の炉(sang h∂rd warkの とよ ば れ,女 が ふ れ る こ とは な

い。 この 火 で は,も の を煮 る(kdr)と い う行 為 は 許 され な い。 肉 や トゥモ ロ コ シを焼

く( ノsun8)ことは で きる し,例 外 的 に は,礼 拝 用 の きよ あ の水 をや か ん で あ た た め る

こ と はで き る。 朝,礼 拝 後 の 男 の 長老 た ちが,こ の炉 の まわ りに す わ り こん で談 笑 す
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る こ とが お お い。

 ま た,パ ック フ ィル の 草 や ね の 前方 の さ しか けの 部 分 は,し ば しば 支 柱 に よ って

前 に は り出 して い て,人 々が す わ る空 間 に な ってい る(図29)。 この 空 間 は ダ ン キ

(danki)と よば れ,風 とお しの よい 絶好 の 日か げを提 供 し,男 た ちの 談 笑 の ば しょに

な る。

 キ ラの な か で も,主 人 のパ ック ・ナ ム(ρ 批 η伽,π 伽 は ね む る,つ ま り寝 所 とす

るい え)は,入 口の 近 くに あ り,そ の周 辺 まで は,ジ ャル ・ワル ケ(μ ω4γ雇)と み

な され て い る。 い くつ か の キ ラで は,こxに ブ カ ール(蝕 紘aγ朗 と よば れ るかべ の な

い 草 や ね の あづ まや を つ くって,男 た ちの しご とば や,お し ゃべ りの ば しょに して い

る(図30)。 こsは,男 がい ない と きに,妻 た ちが す わ り こむ こ と もよ くあ る。 しか し,

い っ し ょに す わ り こむ こと は まず ない。

 また,キ ラの外,パ ック フ ィル の近 くに,切 りた お した ユ ー カ リや,木 製 の ベ ンチ

な どを つ か って,男 た ちが腰 か けて お しゃべ りを してい る こ と もお お い。 女 た ちが そ

こを と お りか か って,男 た ち と会 話 をす る こ とはす くな くな い が,女 た ち は た った ま

ま,あ るい は道 ば たに しゃが み こみ,男 た ち とい っ しょに ベ ンチ にす わ り こむ こ とは

な い。

 こ ㌧に い くつ か あ げ られ た ジ ャル ・ワル ケで の談 笑 の ば し ょは,基 本 的 に は,長 老

図30 ブ カ ー ル の 一 例
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や公 式 の客 人 は パ ック フ ィル,親 しい友 人 や 親 族 は キ ラ内部 の ブ カ ール や,主 人 の パ

ック ・ナ ムの 周 辺,若 者 た ち は キ ラの外 の ベ ン チ と,長 幼 に よ る一 つ の序 列 があ る。

パ ックフ ィル の な かで 子 供 や 若者 がす わ りこん で い る と,し ば しば年 長 の者 が しか り

つ け,退 去 させ る ことが あ る。

2)女 の ば し ょ

 キ ラの な かの 奥 ま った ば し ょは,ジ ャル ・ウイ ケ とか ん が え られ て い る。一 人 の妻

は,基 本 的 に は,0組 の パ ック ・ナ ム と パ ック ・セ ル(ρ 就 読,観 は台 所,つ ま り

調 理 を す る いえ)を も って い る。 結婚 に さ い して,夫 は,そ の妻 に この0組 の い え を

用 意 す る ことが 義務 づ け られて い る とい う。 二 人 の妻 を もつ もの は二 組 の,三 人 の妻

を もつ もの は三 組 の この いえ の セ ッ トを用 意 す る こ とに な る。 現 実 に は,二 人 の 妻 が

0つ のパ ック ・セル を共 用 して い る こと はす くな くな いが
,一 つ のパ ック ・ナ ム の共

用 は な い。 この 一～ 二 組 の パ ック ・ナ ム とパ ック ・セル の セ ッ トのあ る周辺 は ジ ャル

・ウ ィケで あ る。一 つ の キ ラの な かで,主 人 の 第 一夫 人 はマ ー ・キ ラ(磁 δ肋 ∂, m矜

はお か あ さん,つ ま りk叝烽ﾌ 女主 人 の 意)と よ ばれ,他 の 妻 た ち と あ きらか に 区 別

され て い る。第 一 夫 人 に な るの は,基 本 的 に は年 齢 に よ るの で はな く,結 婚 歴 が も っ

と も古 い こ とに よ る。 マ ー ・キ ラは キ ラの な か の ジ ャル ・ウ ィケに か か わ るす べ て の

こ とに主 導権 を もつ 。 他 の 共 妻 た ち にた い して,い ろ い ろ必 要 な 命 令 を あた え る こ と

もあ る。 か つ て は,他 の 妻 た ち と}夫 との さま ざ まの 交 渉 は,マ ー ・キ ラを とお して

お こな わ れ て い た とい わ れ る。現 在 で は,イ ス ラム法 に よ り,す べ て の妻 は平等 に あ

つ かわ れ る とい うこ とで,夫 と複 数 の妻 た ちの 交 渉 は,基 本 的 に は,機 会 均 等 とい う

ことに な る。 夫 婦 生 活 は,お お むね,妻 が夫 の パ ック ・ナ ムを 夜 お とず れ る とい うか

た ちで お こなわ れ るが,夫 が妻 の パ ック ・ナ ムを たず ね る とい う こと もあ る。複 妻 と

の 交 渉 は,一 日 お き,数 日 の交 代 制 とい う ロー テ ー シ ョンが ふ つ うで あ るが,そ の お

つ とめ の あ いだ は,そ の妻 が夫 の 食事 を調 理 す る とい うこ とが お お い。 男 の 子の ば あ

い,あ る程 度 成 長 す る と,ジ ャル ・ワル ケ の一 隅 に独 立 した パ ック ・ナ ムを たて て も

らう こ とが お おい 。女 の子 や幼 い 子供 は,そ れ ぞれ の 母 の パ ック ・ナ ムに 同居 して い

るの がふ つ うで あ る。

 一人 の 妻 の パ ック ・ナ ム は,他 の妻 た ち も おか せ ぬ 牙城 で あ る0お お くは,丸 い土

壁,円 錐 形 の 草 や ね の い え で,な か に し き りか べ(b畸��)が つ け られ て い る(図31)。

最近 は,長 方 形 の土 壁,ト タ ンや ねの いえ もた て られ,し ば しば,複 妻 が一 つの やね

の下 の それ ぞ れ の へ や を もつ とい う長 屋 式 の もの もみ られ る。
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一
図31女 のパ ック ・ナ ム の一 例

写真6 妻 のパ ック ・ナムに置かれた レマル

 仕 切 り壁 で へ だ て られ た 奥 の部 分 は,妻 の ね む る ば し ょで,草 あみ の ベ ッ ド(122sδ),

衣 裳 棚,衣 裳 ば こ な どが おか れ,寒 い時 期 に そ な え て炉 が しつ らえ られ て い る こと も

お おい 。仕 切 り壁 が きれ た 奥 の 正面 に は,レ マ ル(lemdr)と よば れ る,つ ぼ を の せ る

台 が い くつか な らべ られ て い る(写 真6)。 これ は,ブ ー ムの 女 た ちの 重 要 な 伝 統 的

358



日野 北 カメルーン ・ブーム社会 の空閲構造

しご とで あ る モ ロ コ シビー ル を か もす た め の

つぼ をの せ る台 で あ る。 夫 は と き に おお じて,

この レマル を 買 って,妻 に お くる。 これ は あ

る種 の 妻 の 地 位 の シ ンボ ル と み な され て い る。

この レマ ル の数 の お お い ほ ど,夫 に大 事 に さ

れ た,安 定 した妻 で あ る と され る。 レマ ル と

な らん で,し ば しば,妻 が 結 婚 の と き もち こ

ん だ,あ る い は夫 に買 って も らっ た食 器,ホ

ー ロー び きの か ざ りな べ@読 δ)
,あ る い は,

くつ や サ ンダ ル,装 身 具,ベ ドゥ ム(励 躍 勲)

と よば れ る草 あ みの 皿,フ ェ トゥ ナ(μ 伽 の

と よ ばれ る草 あ み の食 器 お お い,そ の 他 の も

の を,か ざ り棚,あ るい は壁 に な らべ て い る。

と くに,結 婚 後 ま も ない 妻 の ば あ い,か な ら

ず,こ の コー ナ ーが も う け られ て い る。 これ

は ブ ー ムの 伝 統 的慣 習 で はな く,フ ル ベ の 慣

図32 フ ェ トゥナ

   amb丘s司

(三つ の石 でつ くった炉)

maadtik ka vδkdOk

   (うすときね)

図33パ ッ ク ・ セ ル の 一 例
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習 が と り入 れ られ た もの で あ る とか ん が え られ る。

 仕 切 り壁 の外 が わ,つ ま り,入 口に近 い と ころに は,子 供 用 の ベ ッ ド σ読 δ),飲 料

水 を い れ る大 きなつ ぼ(/ir mbM),い ろい ろの雑 品 を 入 れ るは こな ど が 雑 然 と お かれ

て い る。

 入 口に は,竹 あ みの ひ ら き戸 フェ トゥ ナ(fbtalnd)が つ け られ て い る(図32)。

 パ ック ・ナ ム と だ い たい 入 口をむ か い あ わ せ たか た ちで パ ッ ク ・セル が あ る(図33)。

丸 い土 壁,円 錐 の草 や ね が お おい が,パ ック ・ナム よ りは小 型 で あ る。 土 壁 と草 やね

の 間 をパ ック ・ナ ム よ りも広 くあ け てあ か りと りに して い る こ とが お おい 。 入 った正

面 に は,15セ ンチ く らいの 土 を か た めた 高 み と,そ の まえ の 二 つの 石 に か こま れ た炉
                                  ノへ

(sdng hδra)が あ る(写 真7)。 この 炉 は,サ ン ・ホ ラ ・ウ ィケ(sdng h∂rdω 鰍 の と

・よば れ,パ ック フ ィル の サ ン ・ホ ラ ・ワル ケ(sang hδrd w4rke')と 対照 的 に,男 は夫

とい え ど も手 を ふ れ る こ と は ない。 二 つ の 石 と高 み と に よ って,火 の 上 に 料 理 用 のつ

ぼ イル ・カル ケ(ク 乞r舷7んの を のせ,煮 た きす る こ とが で き る。 サ ン ・ホ ラ ・ワル ケ

で は煮 た きを す る こ とが で きず,サ ン ・ホ ラ ・ウ ィケ に はふ れ る こ とがで きな い か ら,

女 手 を う しな った り,妻 に拒 否 され た と きに は,男 た ちは煮 た き した料 理 を 手 に 入 れ

る こ とはで きな い 。 家計 を管 理 して,妻 に 必 要 な食 料 を手 わた す の は 日々の 夫 の しご

とで あ る か ら,夫 か ら食 料 を わた され な か った妻 は そ の 日 は夫 に調理 す る義 務 か らま

ぬ が れ る。 パ ック ・セ ル の外 の 中庭 に も,三 つ の石 を お い た炉(伽 ∂髭∫朗 が しつ らえ

られ て い る こ とが お お い。 天 気 の よ い 日 に は,し ば しば こ 、で 煮 た き され るが,サ

ン ・ホ ラ ・ウ ィケ で あ る こと はか わ り は な い 。 パ ッ ク ・セル に は,飲 料 水 用の つ ぼ

写真7女 の 炉
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(yar mb�),穀 物 を 粉 に す るた め の石 うす(/診 π磁gの,料 理 用 の つ ぼ(ク う擁 鰍 の な ど

が お かれ て い る。 ま た,と きには,モ ロ コ シ ビール を しつ らえ るた めの 大 きな つ ぼ

(4δ⑳ γ),そ の つ ぼ を のせ て お く木 の さ しか け(j灑d�_y'zr)が お かれ て い る。 か つ て

は,レ マ ル をつ か った とい わ れ るが,い ま は レマル は単 な る シ ンボル で あ つて,パ ッ

ク ・セル で の この さ しか け が もちい られ て い る。 パ ック ・ナ ム,パ ック ・セ ルの 周 囲

は,広 い 空間 に な って い る ことが お お く,ま き,臼 や 杵,ま た,穀 物 な どを 干 して お

く高 い木 の台(6伽9諏5動,鳥 小 屋(nd�1)な どが おか れ て い る。女 た ち は,こ 、の木

か げ な どを え らん で,ゴ ザ を 出 して す わ りこむ 。 女 の 客人 も こ 、に案 内 され,い ろ い

ろの仕 事 を しな が ら談笑 す る。 しば しば女 た ち は,こaで は上 半 身 はだ か で 乳房 を 出

した まaで 仕 事 に 精 を 出す が,こ の よ うな気 や す い行 動 は,ジ ャル ・ウ ィケの な か で

の み許 され る。 夫 や 家族 の 男 た ちが こ ＼に近 づ くこ とは少 くな いが,他 の男 の 客 人 な

ど が 入 って くる こ とは な い。 何 らかの 特 別 な理 由 で男 が 入 って きて も,男 は視 線 を そ

ち らへ は向 けな い し,女 た ち も男 を無 視 す る。

 牛 脂 と灰 汁 を も ちい ての 粗 製 の石 鹸 の 製 造 は,女 の 現 金 か せ ぎの 一 っ で あ るが,女

た ち は,ジ ャル ・ウ ィケの 一一隅 に火 を しつ らえ て,半 裁 に した ドラム罐 をつ か って,

強烈 な臭 気 を ま きち ら して 石 鹸 つ くりを お こな う。 これ も男 が 手 を ふ れ て は な らな い

仕 事 で あ る。

 モ ロ コ シビー ルつ くり は女 の みに 許 され た仕 事 で あ る。 か つ て は,酒 の 共 同作 業 で

あ るス ル ガ ・イ ム(5助gα クi切 の と きの み にか も され たモ ロ コ シ ビール は,現 在 で は,

現 金 か せ ぎ の た めに,市 場 の 日,あ るい は それ 以 外 の 日で も,女 た ちに よ って つ く ら

れ,現 金 売 り され る よ うに な った。 い くつ かの 特 定 の キ ラで は,そ の ジ ャル ・ウ イケ

で,か も され た モ η コ シ ビー ル が,ひ ょ うたん い っぱ い(約300cc)10フ ラ ンで 売 ら

れ る。 これ は女 の みに 許 され た商 売 で,男 は夫 といえ ど も現 金 ば らいで 買 って の む の

で あ る。 さ て,こ の モ ロ コ シ ビール のバ ー は,ジ ャル ・ウイ ケ で ひ らかれ るのだ が,

そ の と きに か ぎ って,よ そ の男 た ちが公 然 と,特 定 の キ ラの ジ ャル ・ウ ィケ に入 る こ

とが 許 さ れ る とい う よ うに な る。 そ して,男 も女 も客 で あ れ ば,と な りあ わせ にす わ

り こん で,ビ ール を お ご りあ い お しゃべ りを し,と きに は楽 器 が も ち こま れ,う た や

お ど りが と び 出す こ と もあ る。 ちな み に,ブ ー ムの 伝 統 的 な酒 の共 同作 業 に お い て,

畑 で モ ロ コ シ ビール が ふ るま われ る と きも,男 女 が とな りあ わ せで の む こ とはふ つ う

で あ る。 い わ ば,伝 統 的 な ハ レの 共 同作 業 に お いて は,男 女 分 離 の原 則 は と りは らわ

れ て い るの で あ り,モ ロ コ シ ビー一ル のバ ー は,そ の 延 長 とみ な す こ とがで き るの で あ

る。
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 イスラムの論理ではご法度のモロコシビールをめ ぐる諸習慣が,伝 統的なものとし

て大目にみられ,そ のついでに男女がいっしょにすわりこむというご法度も大目にみ

られたというかんがえも可能である。

 3) ベ ラ カ の キ ラ

 ベ ラ カの キ ラの 空 間 配 置 は,い くつ か の点 で,一 般 の村 人 た ちの キ ラ と大 きな ちが

いを み せ て い る48)。

 まず,第 一 に 目を ひ くの は,草 べ い の高 さ,パ ック フ ィル の 大 き さ,キ ラ全 体 ゐ 広

さ な ど,キ ラの規 模 にか か わ る ちが いで あ る。

 つ い で,一 般 の 村 人 の ば あ い は一 つ しか な い パ ック フ ィル が 三つ あ る こ とで あ る。

それ は,外 か ら順 に,パ ック フ ィル ・カ ラ(Pるkfil kald, kal∂ eま外),パ ック フ ィル ・

図34ベ ラ カ の キ ラ

48)一 般 には,一 つのキ ラのなかで区分された部分 は,ド ックキラのよばれる歩,ベ ラカのキラ

 にかぎって,村 内の区分 と同 じくドックフー ということばを もちいる。人によ っては,ド ック

 キ ラをもちいることもあるが,ベ ラカはあ きらかに,反 覆 して これを ドックフーと して表現 し

 た。その理由は,ベ ラカ自身にとってもあ きらかにはされなか ったご
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ラウセ レ(p潴f �1γ勧5薦,7翻 は 中心,5薦 は境 界),パ ック フ ィル ・ヤ ンガ(p潴f�1

, . yang
a, y疣g艪ﾍ うま,こ ㌧に ベ ラカ の うま がつ な がれ て い る)と よ ばれ る(図34)。

 パ ックフ ィル ・ヤ ンガ は,三 つ の入 口 の あ るパ ック フ ィル(の 嬢1吻 ん解6痂)で,

これ を左 に はい る と ベ ラカ の ば し ょで あ る。 こ ＼は,一 般 に ドック ・フ ゥ ・ベ ラ カ と

か ビー デ ム(mb�粳m, mb�は 水,粳mは わ け る,区 分 す る)と よ ば れ る。 こaは 神

聖,不 可 侵 の ば し ょ とされ て お り,ビ ー デ ムが しめす よ うに,不 用 意 に ご ㌧にた ち い

る と,な か か らど っ と水 がわ きで て,入 っ た人 を外 へ お しな が す と信 じ られ て い る。

 ベ ラカの い え は ソ ロ ・フ ナ ケ(5δ γ餉 痂 ∂膨,砺 η粥 は 大 き い),ソ ロ ・ジ キ(s��

砂施,n.jk墲ﾍ 小 さ い)の 二 つ か らな る。 ソ ロ ・フ ナ ケ は寝 所,ソ ロ ・ジ キ は居室 で,

ベ ラカが コー ラン を よん だ り,冥 想 を す るば し ょで あ る。 ベ ラカ の神 聖 性 の一 つ の あ

らわれ と して,ベ ラカ は摂 食 を しな い とい う信 仰 が あ る。 この こ とは,ベ ラカ が 摂 食

して い る と ころ を人 にみ せ な い,し た が っ て,け っ して 人 と会食 を しな い とい う秘 密

性 を もた せ る こと に な る49)。 妻 た ち が調 理 した ベ ラカ の食 事 は,盆 に のせ た蓋 つ きの

食 器 にい れ,カ バ ーを か ぶ せ,パ ック フ ィル ・ヤ ンガ の ベ ラカ の ドック ・フ0に 入 る

入 口の そ ば に そ っ と お いて,妻 は そ の ば し ょを は なれ る。無 人 に な った と ころ で,ベ

ラカ はそ れ を ソ ロ ・ジ キ に も ち こみ,一 人 で摂 食 し,ま た,お な じ よ う に カバ ー を か

けて,あ た か も最 初 か らそ こに あ っ た か の よ うに,入 口 の もと の ば しょ に も どす 。 ベ

ラカが た ち さ っ た あ とで,妻 は あた か もそれ が,そ こ にず っ とあ りつ づ けた か の よ う

に,そ れ を もち さ るの で あ る。

 ベ ラカ の ドック ・フー の奥 に は,大 きな 二 つ の フル ナ ン(f伃n瀟g,穀 物 を 入 れ る草

あみ の か ご)が あ る。 高 さ1メ ー トル余 の支 柱 の上 にお か れ た フル ナ ン は,高 さ1.5

メー トル,直 径 が4メ ー トル ち か く,上 に大 きな 円 錐形 の草 の お お いが の せ られ て い

る。 ベ ラカ の畑 で とれ たモ ロ コ シ(n瀟g)が お さ め られ て い る が,昔 は,ベ ラカ がガ

ウ ンデ レちか くの 山 か ら秘 密 に と りよせ た呪 薬 を この モ ロ コ シにか け,村 人 は そ の モ

ロ コシを種 に,畑 へ 播 種 した とい う。 ベ ラカ の イス ラム 改宗 後,こ の慣 習 は う しな わ

れ た が,こ うい う形 で,神 聖 王 ベ ラカ は,民 族 の豊 凶 に責 任 を もっ た ので あ る50)。

 ベ ラカ の 幼 時 の 記 憶 を た ど る と,先 々代 の ベ ラカ ・ゲ ル ン ブ ム(B�1潴潘g鑽m-

b璟)の 時 代 の ベ ラ カ の キ ラ は,い ま よ り も もっ と大 き く,な か に,い えが100も あ

っ た とい う。 記憶 を た よ りに,当 時 のベ ラ カの キ ラを再 現 して み る と,図35の よ うに

49)1970年 代 に は い って,ベ ラ カ は毎 金 曜 日,つ ま りイ ス ラム の祭 日に,三 人 の め く らの ラダ ン

 (1濺瀟・ ム ァ ッジ ン)を ま ね いて,喜 捨5δ4δ爾 と して,い っ し ょに食事 を と るよ う.にな った。
50)C・K・ ミー クは,凶 作 が つ づ い た と き にお こな われ た と い う,ブ ー ムの 王殺 しにつ い て のべ

 て い る。 バ ング ブー ム の ベ ラ カ は この 事 実を 否 定 して い る[MEEK 1931: 491-492]。
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図35昔 の ベ ラ カ の キ ラ 概 念 図

な る。 パ ック フ ィル が4つ あ り,3つ め を左 に 入 る と,ビ ーデ ム,右 に 入 る と うま が

飼 われ て い る小 屋 があ った 。4つ めを 入 る と,マ ー ・キ ラ,つ ま り,ベ ラカ の 第一 夫

人 の ば し ょで,マ ー ・キ ラは そ の 内が わ の7つ に わ かれ たベ ラカ の女 た ちの ク ンガ ・

キ ラ(又 は,励a糖 ∂,tib∂ は下 部)を と り し き って いた 。 入 口 の キ ラ 中央 部 の ク ン

ガ ・キ ラ はマ ー ・キ ラの ば し ょで,の こ りの6つ の ク ンガ ・キ ラは,ド ック ・フー ・

ウ ィ リと も よば れ,そ れ ぞ れ は,そ の ド ック ・フー を と り しき る マ ー ・サ ンガ ヨ ン

(maa sanga■o'ng, sangdは み る,管 理 す る,ク6π9は ひ ょ うた ん)に 統 括 され て い だ。

ベ ラカが その 夜 どの 女 を え らぶ か は,す べ て マ ー ・キ ラの 権 限 下 に あ った とい わ れ る・
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               表4キ ラ の 人 口 別 構 成

Jan・1972現 在

1キ ラ当りの人 口 キラ数1 1キ ラ当 りの人口 キラ数

0 1* 12 1

1 3 13 1

2 2 14 3

3 3 15 1

4 2 17 1

5 3 27 1

6 9 31 2

7 7 44 1

8

10

4

1 総人・427鵜 ズ誉りの908

11 1

*無 人 のキラは平均人口の計算か ら除外 した

 あきらかに,ベ ラカのキラは,神 聖王ベラカの聖性が,そ ⑱空間構造のなか に付

与されている。 富川が指摘するように 「それは聖なる空間であって,ブ ーム族の首

長が聖なる王であるという観念を反映した象徴空間といわなければ ならない」[富 川

1971:278]o

4) キ ラの構成 メ ンバ ー

 キ ラの 構成 メ ンバ ー は,表5に しめ され る よ うに,夫 婦 と その未 婚 の子 供 か らな る

もの20(41.7%),夫 婦 とそ の息 子 夫 婦(含 未 婚 の 子 供,以 下 同 じ)か らな る もの3(6.・3

%),夫 婦 と その 兄 弟 夫婦 か らな る もの1(2.1%),単 身3(6.3%)な どの ほ か,親

子,兄 弟 以 外 の 同居 人 を ふ くむ もの17(35.4%)と な っ てい る5ユ》。

 先 に もの べ た よ うに(4-4,図19),古 い ブー ムの人 々 の キ ラで は,親 子,兄 弟 が結

婚 後 も,同 一 の,も し くは近 接 の キ ラに す み,あ た ら しい ドウル の入 々の ば あ い は,

親 子,兄 弟 が ど ん どん あ た ら しい ス ペー スを も とめ て別 居 して い く傾 向 が あ る。

 親 子,兄 弟 の夫 婦 が 同居 す るば あ い,お お くは,一 つの キ ラの な か に二 つ以 上 の ド

ック ・キ ラを も うけ て,そ れ ぞ れ独 立 の 世 帯 を な す とい うの が ふ つ うで あ る。

 一 つ の キ ラの な かで,二 組以 上の 家 族 が ドック ・キ ラを な して 同居 す る ばあ い,し

ば しば,双 方 の 男 た ち はい っ しょにあ つ ま って食 事 を共 同で と る。 そ の ば あ い は,双

方 の 妻 た ちが順 番 に役 割 分 担 を して 食 事 の した くをす る こ とが お お いが,い くつ か の

例 で は,そ れ ぞ れ が調 理 した 食事 を二 組 も ち よ って共 食 す る こと もあ る。 いず れ に し

51)バ ングブーム村のキラの構成 メンバーについては,く わ しくは,[日 野 1974:17-24]参 照。
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表5 キ ラ 成 員 の 構 成

成  員  構  成 キラ数 %

1 3 6.3

1十 〇P 1 2.1

N 20 41.7

N十 〇P 9 18.8

N十bs 1 2.1

N十bs十 〇P 一

N十bs十m 1 2.1

N+bs+m+OP 1 2.1

N十cN 3 6.3

N十cN十 〇P 1 2.1

N十bN 1 2.1

N十bN十 〇p 4 8.3

N十bN十bs十m 一

N+bN+bs+m+OP 1 2.1

N十3bN十cN 一

N+3bN+cN+op 1 2.1

Total 48 100.0

うちopを 含むもの (17) 35.4

凡例 N  夫

   bN 兄 弟 夫 婦(

   CN 子 供 夫 婦(

   (3bN)3組 の兄弟夫婦(

   bs  未婚の兄弟姉 妹

   m・  寡婦にな った母親

   op. そのほかの同居人

婦(含 その未婚 の子供)

〃

〃

〃

〃  )

〃  )

〃  )

て も,そ れ ぞ れ の ドッ ク ・キ ラは,基 本 的 に は独 立 した 消費 共 同 体 とみ なす こ とが で

きる。

 一 方,こ うい う、同 居 の ば あ い は,例 外 な くそ れ ぞれ が 個別 の畑 を も って い る し,収

穫 物 も別 々 に管 理 され る。 収 穫 物,と くに 主食 であ るモ ロ コ シ( へηα㎎),干 しマ ニオ ク

(mba'i)は ジ フル ナ ン(ftilndng)と よば れ る大 きな草 あ み の穀 物 か ご に貯 蔵 され るが,

当 然,そ れ ぞ れの 家 族 は別 々に フ ル ナ ンを 所 有 し,保 管 して い る。 した が って,フ ル

ナ ンの所 有 関係 を し らべ る ご とに よ っ て,生 産 共 同 体 と して の 世 帯 の 単 位 を しる こ と

が で き る(表6)。

 キ ラの 成 員 の構 成 につ いて,い くつ かの 例 を あ げ よ う。 ま ず,キ ラNo.48の ばあ

いで あ る(図36)。 この キ ラの 同居 人 数 は31名,そ の構 成 は,Ego(E)と そ の妻 子,

Eの 娘Lの 男 子N,Eの 亡 姉Fの 子供P, Eの 兄D(盲 目)と そ の妻 子, Dの 男 子
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              表6 キラにおけるフルナンの数

＼ キラ数    ＼

フルナン数＼
47 %

0 2 2.1*

1 31 65.9

2 10 21.3

3 1 1.1

4 2 生3

5 1 2.1

1キ ラ当り平均
i l・45

フルナンをもたぬ二つのキ ラは,ひ とつは盲 目の老

人の1人 ぐら しで自分の畑 をもっていないもの,も

うひ とつは1971年7月 に来住 してまだ収穫物を もた

ない ものである。

図36キ ラ 構 成 の 一 例(kirδ No.48)

Jと その妻 子,Dの 姉 で 寡婦 のc, Eの 弟Gと そ の妻 子, Eの 弟Hと その 妻 子, H

の亡 母Bの 兄S(亡)の 男 子Uで あ る。 これ は,ま ず,Aの 男 子(異 母 兄弟), D,

E,G,Hと その 妻 子 が その 骨 ぐみを な して い る が,同 時に, NoK-一 今E,P⇔E,

H⇔S-一 一Uと い う,三 つ の 「母 親 の兄 弟 」 の 関 係 が み とめ られ る。N⇔K-一 今E

α ば あい は,Eの 娘Lと その 夫Mは ガ ウ ンデ レへ転 居 した が ,そ の8人 の 子供 の う

ちの2人 が バ ング ブ ー ムに の こ って し、る。Mは,キ ラNo.3の 長 子 で, Nは そ こに

す む こ と もで き る。 しか し,Eは これ は自 分 の しご とだ とい う。 そ れ は,若 く して死

ん だ,Eの 男 子Kが,か れ らNの ナ ーパ ムで あ るか らで あ る とい う。 P⇔Eの ば

あ い は,重 臣Aが 死 ん だ と き,4人 の 兄 弟 は,ま だ少 年 な い し幼 年 で あ った。 その

た め,ベ ラカ は,Eの 姉Fの 夫Rを, Aの タ イ トル 後継 者 に指 名 した。 そ してR
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の死 後,盲 目の兄Dに か わ って,Eが タ イ トル を継 承 した が,そ の さ い, Pを 自分

の もとに ひ きと った。H⇔Sの ば あ い は, Aの 複妻 の 一人Bの 兄 弟 のSは,か つ

て,キ ラNo.26に す んで い たが,1950年 代 後 半 に死 亡 した 。 Sの 兄 弟 もの こ って い

た が,EとHは, Sの 遺 児Uを この キ ラに ひ きと った の であ る。

 も う一 つ,注 目 され る こと は,1,Jの 離婚 を め ぐる もん だ いで あ る。Jは ベ ラカ の

娘 で,1,Jの あ い だ に男 子qが うまれ たあ と,二 人 は離 婚 した。 Jは ガ ウ ンデ レで

再 婚 した が,qは1の と ころ で は な く,ベ ラカ の もとで 養 育 されて い る。 これ も,

PHJの 兄弟 一一今 ベ ラカ と い う,「 母 の 兄弟 」 原 理 に よ って い る・

 「母方 の お じ」 す なわ ち,母 の兄 弟 は,ブ ー ム語 で ナーパ ム(n矜 p瀘)と よばれ る。

ナ ー(n矜)は 男 子 親 族 を さ し,パ ム(ρ 加)は 乳 房 を 意 味 し,ナ ーパ ムは乳 でつ なが

った男 子 親族 とい う ことに な る。

 「母 方 の お じ」 ナ ーパ ム は,姉 妹 の子 供 に た い して,父 に つ い で重 要 な権 利,義 務

を も って い る。 父 系 社 会 で あ る ブ ー ムで は,子 供 は,ま ず 第 一 に,父 の 権 利 の も とに

お か れ る。 しか し,父 が死 ん だ り,生 活能 力,素 行,扶 養 能 力,遠 隔 地 居 住 な どの 問

題 が あ るば あ い,そ め 権 利 は,し ば しば,ナ ーパ ムに うつ され る。

 ナーパ ム は,権 利 と と もに,お お くの 義 務 を もつ。 ナ ーパ ムは,髄Egoの 結 婚 に さ

い して は,父 が いぢ けれ ば,父 と同様 の ・ あ る い は父 の 経済 力 に おお じて,婚 資 金 の

調 達 な ど の義 務 を もつ 。

 さ らに,ナ ーパ ム は,父 子 の ばあ い と同 様 に,あ き らか に相 務 的な 義 務 を もつ。 つ

ま り,ナ ーパ ム が老 齢 に達 した り,生 活能 力 を う しな った ばあ い は,Egoは,ナ0パ

ムの 子供 に準 じた義 務 を 遂 行 す る9し ば しば,ナ ー パ ムの 死 後,そ の 子供 をEgoが

ひ きと る。

 父 と ナーパ ム の あ い だに は,あ き らか にEgoを め ぐって,あ る種 の緊 張 関 係 が あ る。

い っぱん に ブー ム社 会で は,父 と子 の あい だ に は,か って は忌避 関係(avoidance)で

あ った と み られ る,期 待 され る礼 儀 の 関 係 が み と め られ る。 他 方,ナ ーパ ム とEgo

の あ い だ に は,か つ て は 冗談 関係(joking)で あ った とみ られ る気 や す い 関係 が あ る。

Egoに プ ライベ ー トな 問題 が お こ った と き,し ば しば,父 で はな く,ま ず,ナ ーパ

ムに相 談 す る。 ガ ウ ンデ レな どへ の移 住 に さい して は,そ の お ちつ き先 に ナ ーパ ムを

え らぶ事 例 もす くな くな い 。

 父 と子 の 関係 が,か な り は っ き り した 依 存 関係 で あ るの に た い して,ナ ーパ ム と

Egoの 関 係 は 対 等 の 関係 で あ る。 父(F)と 子(C),そ して そ の父 を ナーパ ム とす る

子(N)が ひ と つ の キ ラに 同居 す る事 例 は10例,全 キ ラの21・3パ ー セ ン トに な るが・
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FとC,FとNの あ い だ の 行 動様 式 は か な り こ とな る。 た とえ ば, Fの 妻Wに た

い して,Cは もち ろん,マ ー(mad,お か あ さん)と い うよび か け を す るが, Nは は

っ き り とWの 名 を 呼 びす て に す る。CがFに た い して おね だ りな どの 甘 え を 表現

す る こ とは よ くみ られ るが,NがFに た い して は そ うい う こ とは な い。

 さ きに 例 を あ げた ブー ムの 重 臣,キ ラNo.48の ばあ い, Sの 遺 児Uを ひ き と っ

た の は,HとSの ナ ーパ ム の 関係 に よ る が, Sは 一 般 の村 人 で,そ の兄 弟 が い た に

もか か わ らず,Sの 死 後, Uは この キ ラに ひ き と られ た 。 あ き らか に,家 格 の 上 の

ものが,ナ ー パ ム 原理 に よ って,子 供 を ひ き と る とい うこ と は,ブ ー ムに お け る ひ と

つ の慣 習 で あ る。 同様 に,Dの 息 子1が,ベ ラカの 娘Jと 離婚 した と き,父 権 は1に

あ るに もか か わ らず,た め ら うこ と な く,息 子Qは ベ ラ カに ひ きと られ た の で あ る。

ナ ーパ ム原 理 の行 使 に は,経 済 的理 由 な ど よ り も,こ う い うブ ー ム社 会 に お け る階 層

性 がか かわ って い る と み る こ とが で きる。

 も うひ とつ の事 例 を,お な じ重 臣 キ ラNo.12の 例 に み て み よ う。 Egoは ドゥル の

出身 で,ベ ラカ に 才能 を み こま れ て 重 臣 と して,こ の村 に むか え られ た もの で あ る。

この キ ラは,同 居 人44人 と,バ ング ブ ー ムで も っ と も大 きい(図37)。 そ の 構成 は,

Egoと その妻 子, Eの 母Bの 弟Cと そ の 妻 子, Cの 妹 の 子N,0とNの 妻子, E

の異 母 兄 弟Fの 男 子Jと そ の 妻 子,Eの 異 母 姉 妹Gの 男子Kと その 妻 子, Eの 異

母 姉 妹Hの 男 子Lど そ の妻 子,Eの 異 母 姉 妹1の 娘M, Eの 弟Pと そ の 妻子 で,

C⇔E,C⇔N,0,EeK,E⇔L,EoMと5組 の ナ ーパ ムの 関 係 が み とめ られ

る。 これ らの す べ て の一 族 は,あ き らか にEgoが バ ン グブ ー ム村 に す み つ い て か ら,

Egoの 出身 地 ガ ンバ(Nganha)領 土 内 の ドゥル の 村 々か らEgoを た よ って 移 住 し

図37キ ラ の 構 成 一 例(kirδ No・12)
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図38キ ラ(kirδ)No・12,33,34,41の 関 係

て きた もので あ る。 くわ え て,図38に しあ した よ うに,村 内 の キ ラNo.33,34,41

も,同 様 に,か つ て,Egoを た よ って 移 住,の ちに あた ら しい キ ラを得 て 定着 した も

の で あ る。 か つ て,バ ング ブ ーム村 の人 口が 激 減 して,ド ゥル系 住 民 の うけ 入 れ が必

至 に な った と きに,か れ らを ス ムー ス に うけ入 れ るた めに ブ ー ムの ナー パ ム原 理 が 機

能 した とい う こ とがで きる。

 ナ ーパ ム 原 理 で キ ラに む か え 入れ られ た 成 員 は,幼 時 に は,そ の キ ラの 他 の 子供 た

ち と おな じい え に 同居 す る とい う形 を と るの が ふ つ うで あ る。 そ して,成 人 した と き

に は,お な じキ ラの なか に ドック ・キ ラを も う けて 同居 す る(例 キ ラNo・14),あ る

い は別 に キ ラを 得 て 独 立す る(例 キ ラNo・41)と い う こ とに な る。 いつ れ に して も,

ナ ーパ ム 原理 で うけ 入れ られ た人 々 は,村 全 体 で65人,バ ン グブ ー ム全 村 全人 口の

15・0パ ー セ ン トに た っす る。 ナ ーパ ム もふ くめ て,二 等 親 以 内 の家 族 をの ぞ い た 同居

人 ・す なわ ち,表5で,と しめ され た人 々は,全 部 で93人,総 人 口の20パ ー セ ン ト,

その う ち,血 縁 と か かわ りな い借 家 人 は3人 で あ る。 ナ ーパ ム原 理 に よ る同居 人 は,

その70パ ー セ ン トに た っす る。 その 内訳 は,表7に しめ してあ る。
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表7 キ ラ の 同 居 人*の 続 柄 別 構 成

1 2 10 11 12 14 15 19 27 31 32 33 34 36 41 43 45 48・*傘*48あ 合 計

姉妹の子 1 (1)綜1 (1) (}) 2 14(13)

娘の子 3 2 2 7(一)

姉妹の女子の男子
(}) 1(4)

祖父の姉妹の男子の男子 (}) 1(3)

母 の兄 弟(η α妙 α初)
(}) (}) 2

π6δρ伽 の 子 2 (2tlr) l   l 8

ηあ ρ伽 の姉 妹の子 (1) 3

姉妹,娘(寡 婦)
・1 1 1 1 4

母 の妹姉(寡 婦) 1
'

1

兄弟の子 1 (1) 2 2 7

父の兄弟の妻(寡 婦) 1 1

妻の弟 1
1

妻の兄の兄弟の女子の夫 (}) 1

上記の者の配隅者と子供 4 1 19   3 2 4 6 3 39

借家人(血 縁なし) 1 1 3

4 5 1 2 28  5 1 2 2 2 9 1 5 1 . ll 1 4 6   1 93

ここでい う同居人は第5図 におけるopを さす。2等 親以 内の家族の うち,下 記のばあいはopに くわえて 弟る。

(り 兄弟がすでに死亡あ るいは村外 に居住 して いるばあいの兄弟の子 (り 既婚で寡婦 とな った姉妹およびその子供

(り 寡婦 とな った娘およびその子

表 中の()は 表の実数 のうち現在,こ のキラ内で妻帯 している ものの実数である。その家族は,〈 上記の者の配 隅者 とその子供 〉に記表 されてい

る。

48・・bは各 々kirδ No.48のndδk kirdで あ る。
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5) キラ内のその他の施設

 a.便 所

 夫 の,お よび 妻 の(と きに は子 供 た ちの)パ ックナ ム の 後方 に は,お お くの ばあ い,

キ ラ ・ダ ンパ ー 二 でか こ まれ た 空間 が あ る。 これ は便 所 サ ン ・バ ル(sdng 6ar, sdngは

穴,6arは 便, Ful6e語 で6aaωo suudu, fiaaωoは 後方, sauduは 家)で あ る 。 直 径1

メ ー トル 半,深 さ4～6メ ー トル の 円形 の 深 い たて 穴 を ほ り,上 は組 み木 を して
,土

を も り,ま ん なか に15セ ンチ ほどの 円い穴 を あ け る。 と きに は,上 部 を コ ン ク リー ト

で か た め た と ころ もあ る(写 真8)。 古 い 洗面 器 や タ ー サ オ鍋 の ふ た が,こ の 穴 の お

お い につ かわ れ る。大 小 便 は,す べ て,こ の サ ン ・バ ーか,ブ ッ シュで され る。 人 々

は,や かん やあ きか ん に 入 れ た水 を も って い き,用 便 の あ と水 洗 い す る。便 所 はで き

るだ け,清 潔 に され,掃 除 も され るが,ハ エ,ゴ キブ リとの 共 生 は さ け られ な い。

 い っぱ いに な った便 所 は,こ わ され ジ埋 めた て られて,別 の ば しょに あ らたに つ く

られ る。

 キ ラ ・ダ ンパ ー 二で か こま れ た この 空 間 は,同 時 に,大 人 た ちの水 浴 びの ば し ょに

もな る。 と きに は,そ の 一 隅 に,そ の た め に コ ンク リー トで か た めた り,大 きな 石 を

おい た ば し ょが用 意 され る。人 々は,バ ヶ ッの水 を こ ＼に は こび こみ,水 浴 びを す る。

子 供 は た いて い は,村 は ず れ の マ ンバ ラ ン川 か マ ボル 川 で 水 浴 び を す ます 。

b.家 畜小舎

ヒ ッ ジ や ヤ ギ は,組 み 木 で,高 さ1.2メ ー トル,直 径1.5～2.0メ ー トル の ま る い小

写真8便 所
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舎 パ ック ・ア ・サ マ(ρ 就 ∂∫伽 δ,ρ㌶ は

家,∫ 伽 あ は ヒッ ジ)で 飼 われ る。 入 口

は高 さ1メ ー トル,幅50セ ンチ く らいの

角 形 で,木 材 を しば った ふ た が され,2

メー トル ちか い太 い 木 で 固定 され る(図

39)。

 ニ ワ トリは,ド ル(ndδt)と よ ば れ る

小 さい草 あ み の もの で,ふ つ うは1.5メ

ー トル くらい の支 柱 の 上 に しつ らえ られ

る。 太 い木 に足 場 をつ け たニ ワ トリ用 の

階 段 が 用 意 さ れ る。 しば しば,下 に ヒ ツ

ジ小 舎,ど の 上 に ニ ワ トリ小 舎 とい うつ

く り方 もされ る。 図39は そ の例 で あ る。

図39パ ック ・ア ・サ マ と ドル

  c.穀 物 か ご

 穀 物か ご フル ナ ン(fdilndng)は,草 あ

み で,ふ つ う,直 径1.5～2. 0メ ー トル,

高 さ は1メ ー トル ほ どで,50セ ンチ く ら

い の組 み木 の 上 に 固定 さ れ,い え の や ね

に に た 円錐 形 の草 あ みの カバ ー,ソ ァ ・

フル ナ ン(s6d fUtnδng,566は あ た ま)が

ぶ せ られ る。 か ごの 内部 は,牛 糞 で ぬ りかか た め られ虫 よ け に な る。 組 み木 の支 柱 は,

も ちろ ん,ネ ズ ミの害 を さ け るた め であ る(図40)。

 フル ナ ン は,お お くは,キ ラの 一番 お くか,ド ック ・キ ラを もつ ば あ い は,そ の 境

図40 フル ナ ン と ソア ・フル ナン
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界 ちか くに ま とめて つ くられ る。一 世 帯 は,フ ル ナ ンを一 つ か,二 つ も って い る。 図

14に は,フ ル ナ ン内で の そ の ば し ょが しめ され て い る。

 フル ナ ンー つ で,お お ま か に い え ば,3,000～3,500リ ッ トル(16～19石)の モ ロ コ

シが 入 る こ とに な るが,ふ つ うは,7～8分 目 ほどで,一 年 分の 収 穫 量 で あ る。 妻 の

畑 で とれ た モ ロ コ シは,夫 の と は別 の フル ナ ングに 貯蔵 され るの が ふ つ うで あ る。 そ

れ は,も ちろん,妻 の 財 産で あ り,モ ロ コ シビ ール の醸 造 な どに つ か われ,妻 の現 金

収 入 に な る こ とはす で に の べ た(5-2)。

6.さ い こご に

 以 上,ブ ー ム社 会 に お け る諸 事 象 の 空 間配 置 を,バ ング ブ ー ム村 に お け る事 例調 査

の 民族 誌 的 資料 を も ちい て,ブ ー ム社 会全 体,バ ング ブー ム村 周 辺 の 地 域社 会,バ ン

グ ブー ム村 全 体,そ して キ ラと よば れ る や し きの 順 で,で きるだ け も らさ ず に記 述 し

よ う と こ ころみ た 。

 そ こに おい て 得 られ た い くつ か の 特徴 を総 括 的に の べ て み よ う。

 ま ず,住 居 空 間 に お け る一 般 ブ ー ム民 と,神 聖王(Divine King)ベ ラカ に お け る

聖 性 との きわ だ った対 比 で あ る。 そ れ は,イ ス ラム化 に と もな う平 準 化 に よ って,い

く らかの 場 面 で は う しなわ れ,そ れ は近 代 化(植 民地 化,国 民 社会 化)に お お じて よ

り促 進 され た 。 しか し,形 骸 的 と はいえ,こ の 対 比 は,日 常 の 住 居 生 活 の な か に 明瞭

に の こ って い る。

 第二 は,居 住 空 間 に お け る男 の ば し ょ と,女 の ば しょの 区分 で あ る。 それ は,キ ラ

の なか,市 場,モ ロ コ シビ ール 醸造 を め ぐる場 面 な ど に あ き らか で あ る。 そ こ に は ブ

ー ム社 会 自体 の 伝統 性 と,イ ス ラム化 に よ る男 女 区 分性 とが渾 然 と融 合 しあ っ てい る

とみ る こ とが で きる。 しか し,他 方,男 女 が 席 を な らべ る就 学,女 の ば しょで 他 の男

を むか え て ひ らか れ る モ ロ コ シビー ルバ ーの 開 設 な ど,近 代 化 に と もな う変 化 もみ と

る こ とがで き る。

 第 三 は,キ ラの なか に お け る父 と子,ナ ーパ ムを め ぐる共 存 関係 で あ る。 そ こには,

ナ ーパ ムを あ ぐる メ ンバ ーの や りと りを つ う じて,ブ ー ム社 会 に お け る階 層性,つ ま

り,ベ ラカ,重 臣 た ち,一 般 ブー ム民,一 般 ドゥル 民 とい う ヒエ ラル キ イの 反 映 を み

る ことが で きる。

 全 体 を つ う じて,ブ ー ム社 会 の伝 統 性 は,イ ス ラム化 に よ る変 化,植 民 地 化,国 民

社 会 化 に よ る変 化 と,さ まざ ま の歴 史 的 変 容 を うけ い れ つつ,な お,お お くの 場 面で
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脈 々 と機 能 して い る とい うこ とが で きよ う。
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